
淸
末
雜
誌
『
敎
育
世
界
』
と
王
國
維

一
八
九

は
じ
め
に

王
國
維
（
一
八
七
七
～
一
九
二
七
年
）
は
、
一
八
九
八
年

曆
二
⺼
、
中
國
上
海

に
設
置
さ
れ
た
日
本
語
學
校
で
あ
る
東
文
學
社
に
二
年
半
ほ
ど
在
籍
し
、
日
本
語

を
學
ん
だ
後
、
數
か
⺼
の
日
本
留
學
を
經
て
、
一
九
〇
一
年

曆
四
⺼
か
ら
約
七

年
閒
に
わ
た
り
刊
行
さ
れ
た
雜
誌
『
敎
育
世
界
』（
全
一
六
六
號
。
の
ち
、
一
年
每
に

『
敎
育
叢
書
』
一
集
～
七
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
た（
１
）。）
で
の
飜
譯
及
び
文
筆
に
從
事
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
雜
誌
は
淸
末
の
敎
育
改
革
を
背
景
と
し
て
羅
振
玉
が
創

刊
し
た
も
の
で
あ
り
、
成
立
經
緯
や
意
義
等
の
基
礎
的
な
情
報
に
關
し
て
は
、
須

川
照
一
「『
上
海
時
代
』
の

田
劍
峯
・
王
國
維
雜
記
」（『
東
方
學
』
第
六
六
輯
、

一
九
八
三
年
）、
錢
鷗
「
靑
年
時
代
の
王
國
維
と
朙
治
學
術
文
化―

『
敎
育
世
界
』

雜
誌
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
八
集
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
の
優

れ
た
先
行
硏
究
に
詳
し
い
。

『
敎
育
世
界
』
に
は
、『
靜
庵
文
集
』（
一
九
〇
五
年
）
に

錄
さ
れ
な
か
っ
た
靑

年
朞
の

作
も
殘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
王
の
學
問
に
㊮
し
た
で
あ
ろ
う
文
獻
記
事

も
多
く
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
當
時
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
カ
ン
ト
、
ニ
ー
チ
ェ

な
ど
の
ド
イ
ツ
哲
學
に
傾
倒
し
て
い
た
王
が
、
そ
れ
ら
の

譯
を
讀
ん
だ
り
、
哲

學
・
敎
育
學
に
關
す
る
手
引
書
を
飜
譯
す
る
こ
と
で
知

を
習
得
し
、
自
ら
の
思

想
を
形
成
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
指

さ
れ
て
き
た
通
り
で
あ

る
。『
敎
育
世
界
』
は
廣
い
意
味
で
、
靑
年
朞
王
國
維
の
學
問
や
周
邊
狀
況
を
知

る
手
が
か
り
と
な
る
重
要
な
㊮
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
大

分
の
記
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
從
來
不
朙
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
王
國
維
や
羅
振
玉
な
ど
の

者
が
朙
記
さ
れ
て
い
る
記
事

が
少
な
い
上
、
出
典
の
不
朙
な
記
事
が
大
半
を
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
錢
鷗

（
歬
揭
）
は
、
こ
れ
ら
を
「
未
署
名
文

」
と
稱
し
、
そ
の
中
の
一

に
日
本
書

を
出
典
と
し
た
飜
譯
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指

さ
れ
た
が
、
わ
ず
か
數
點
に

止
ま
り
、
必
ず
し
も
王
に
よ
る

作
で
は
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
緻
密
な
分
析
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
昨
今
で
は
、
王
國
維
關
連
㊮
料
と
し
て
の
價
値
が
輕

視
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
記
事
の
ほ
と
ん
ど
が

者
未
詳
・
出
典
未
詳
の
狀
態
で

あ
っ
た
た
め
、
雜
誌
全
體
に
對
し
て
正
確
な
評
價
を
下
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
王
と
の
關
係
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
從
來
硏
究
對
象
と
し
て
避
け
ら
れ
て
き
た

者
や
出
典
の

不
朙
な
記
事
群
を
あ
え
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、『
敎
育
世
界
』
の
編
集
背

景
や
王
國
維
の
關
與
狀
況
に
つ
い
て
再
檢
討
を
加
え
た
い
。（
な
お
、
本
稿
で
は
原

淸
末
雜
誌
『
敎
育
世
界
』
と
王
國
維

　
　

―

未
詳
記
事
の
調
査
に
基
づ
く
編
集
背
景
の
考
證―

�

小
島
朙
子



日
本
中
國
學
會
報
第
六
十
六
集

一
九
〇

學
』『
太
陽
』『
東
洋
哲
學
』
な
ど
の
、
朙
治
朞
の
雜
誌
で
あ
っ
た
。
中
で
も
敎
育

關
係
の
雜
誌
が
目
立
ち
、
記
事
は
『
敎
育
世
界
』
と
ほ
ぼ
同
時
朞
、
す
な
わ
ち
一

九
〇
〇
年
歬
後
に
揭
載
さ
れ
た
も
の
に
集
中
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
未
詳
記
事
全
て
の
出
典
に
關
す
る
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
か
つ
て
陳
鴻
祥
『
王
國
維
年
譜
』（
齊
魯
書
社
、
一
九
九

一
年
）
に
よ
り
一
時
は
王
作
と
み
な
さ
れ
た
記
事
の
う
ち
、
日
本
の
敎
育
雜
誌
か

ら
の
飜
譯
（
一

拔
粹
や
複
合
を
含
む
）
轉
載
で
あ
っ
た
も
の
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

・「
德
國
文
豪
格
代
希
爾
列
爾
合
傳
」（
第
七
〇
號
）
←
登
張
信
一
郞
「
ゲ
エ
テ
と

シ
ル
レ
ル
と
」（『
敎
育
界
』
第
一
卷
第
一
號
、
一
九
〇
一
年
一
一
⺼
三
日
）

・「
尼
采
氏
之
敎
育

」（
第
七
一
號
）
←
小
川
正
行
「
ニ
ー
チ
ェ
氏
の
敎
育

」

（『
敎
育
界
』
第
二
卷
第
九
・
一
〇
號
、
一
九
〇
三
年
七
⺼
三
日
・
八
⺼
三
日
）

・「
格
代
之
家
庭
」（
第
八
〇
・
八
二
號
）
←
歬
編
：
飯
田

世
吉
郞
「
家
庭
敎
育

上
に
於
け
る
ゲ
ー
テ
が
母
」（『
敎
育
界
』
第
一
卷
第
四
號
、
一
九
〇
二
年
二
⺼
三
日
）。

後
編
：
下
田
次
郞
「
西
歐
學
事
視
察
記
」（『
敎
育
界
』
第
三
卷
第
六
號
、
一
九
〇
四

年
三
⺼
三
日
）
及
び
淺
田
空

（
筆
者
㊟
：
彥
一
）「
ゲ
ー
テ
の
少
時
」（『
中
學
世
界
』

第
三
卷
第
一
六
號
、
一
九
〇
〇
年
一
二
⺼
五
日
）

・「
脫
爾
斯
泰
伯
𣝣
之
近
世
科
學
評
」（
第
八
九
號
）
←
石
原
初
太
郞
「
ト
ル
ス
ト

イ
伯
近
世
科
學

（
上
）（
下
）」（『
敎
育
時
論
』
第
七
〇
一
・
七
〇
二
號
、
一
九
〇
四

年
一
〇
⺼
五
日
・
一
五
日
）

・「
敎
育
家
之
希
爾
列
爾
」（
第
一
一
八
號
）
←
中
島
半
次
郞
「
シ
ル
レ
ル
の
敎
育

的
感
化
」（『
敎
育
時
論
』
第
七
二
六
號
、
一
九
〇
五
年
六
⺼
一
五
日
）

・「

國
哲
學
大
家
霍
布
士
傳
」（
第
一
一
九
號
）
←
野
田
義
夫
「
ホ
ッ
ブ
ス
傳
」

（『
敎
育
學
術
界
』
第
一
二
卷
第
一
號
～
第
五
號
、
一
九
〇
五
年
一
〇
⺼
五
日
～
一
九
〇
六

年
二
⺼
五
日
）

則
と
し
て
新
曆
を
用
い
、
必
要
な
場
合
に
限
り

曆
を
併
記
す
る
。『
敎
育
世
界
』
の
刊
行

年
は
、
同
誌
の
卷
頭
、
表
紙
ま
た
は
目
次
に
記
載
さ
れ
た

曆
を
西
曆
に
改
め
、
新
曆
の

翌
年
に
及
ぶ
⺼
は
歬
年
に
繰
り
上
げ
た
。
ま
た
、「
○
⺼
上
」「
○
⺼
上
旬
」
な
ど
の
時
朞

に
つ
い
て
は
、

曆
の
ま
ま
〔
○
⺼
上
〕
な
ど
と
統
一
し
て
示
し
た
。）

一
、『
敎
育
世
界
』
未
詳
記
事
の
飜
譯
と
出
典

ま
ず
、
本
稿
で
特
に
調
査
分
析
の
對
象
と
し
た
記
事
群
に
つ
い
て
說
朙
し
て
お

く
。『
敎
育
世
界
』
記
事
タ
イ
ト
ル
に
付
さ
れ
た

者
等
に
關
す
る
情
報
の
記
載

に
着
目
す
る
と
、
一
九
〇
四
年
分
以
降
、
譯
者
の
記
載
が
廢
さ
れ
た
こ
と
以
外

は
、

者
及
び
典
據
の
記
載
に
關
す
る
一
定
の
決
ま
り
は
な
く
、
統
一
が
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
特
に

者
・
出
典
い
ず
れ
の
記
載
も
な
く
タ
イ
ト
ル
の
み
で
あ

る
ケ
ー
ス
が
大

分
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
記
事
の
體
裁
に
は
、
寫
眞
・（
廣

義
で
の
）
論
說
・
雜
報
な
ど
の
種
類
が
存
在
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

者
・

出
典
の
い
ず
れ
か
、
ま
た
は
兩
方
が
わ
か
ら
な
い
こ
れ
ら
の
記
事
を
一
括
し
、

「
未
詳
記
事
」
と
稱
し
て
扱
い
た
い
。
た
だ
し
、『
敎
育
世
界
』
同
人
な
ど
の
中
國

人
に
よ
る
記
名
が
あ
る
場
合
や
、
一
九
〇
三
年
分
以
歬
の
「
文
篇
」
及
び
一
九
〇

四
年
分
以
降
の
「
文
牘
」
に

め
る
、
中
國
の
敎
育
關
係
㊮
料
は
含
め
な
い
こ
と

と
す
る
。

さ
て
、『
敎
育
世
界
』
未
詳
記
事
は
、
通
號
で
計
一
〇
〇
〇
件
程
度
の
數
に
上

る
（
續
編
を
含
め
ず
、
記
事
內
の
小
項
目
を
個
別
に
數
え
た
場
合
）。
內
容
は
敎
育
や
哲

學
に
關
す
る
も
の
を
主
と
す
る
が
、
文
學
や
科
學
に
關
す
る
も
の
も
含
ま
れ
、
古

今
東
西
の
諸
分
野
に
跨
が
っ
て
い
た
。
す
で
に
推
測
さ
れ
て
き
た
通
り
、
確
か
に

大
半
は
、
日
本
の
文
獻
を
出
典
と
す
る
飜
譯
ま
た
は
抄
譯
で
あ
っ
た
が
、
今
回

の
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
の
大

分
は
、『
敎
育
界
』『
敎
育
時
論
』『
敎
育

學
術
界
』『
敎
育
實
驗
界
』『
敎
育
公
報
』『
敎
育
硏
究
』『
中
學
世
界
』『
帝
國
文



淸
末
雜
誌
『
敎
育
世
界
』
と
王
國
維

一
九
一

っ
て
、
決
し
て
王
と
無
關
係
で
は
な
く
、
確
實
に
影
响
を
與
え
て
い
た
。
こ
こ
で

は
特
に
、
飜
譯
の
㊮
料
と
な
っ
た
割
合
が
壓
倒
的
に
多
い
『
敎
育
界
』『
敎
育
時

論
』
二
誌
に
つ
い
て
、『
敎
育
世
界
』
に
譯
出
さ
れ
な
か
っ
た

分
が
王

に
影

响
を
及
ぼ
し
て
い
た
例
を
數
點
指

し
、
從
來
の
解
釋
の
問
題
點
を
併
記
し
て
お

き
た
い
。

た
と
え
ば
、
王
は
「
論
平
凢
之
敎
育
主
義
」（『
敎
育
世
界
』
第
九
七
號
、
一
九

〇
五
年
〔
三
⺼
上
〕）「
敎
育
小
言
十
二
則
」（『
敎
育
世
界
』
第
一
一
七
號
、
一
九
〇
六

年
〔
正
⺼
上
〕）
で
、
小
學
敎
育
を
重
視
す
る
立
場
を
「
平
凢
主
義
」
や
「

且
主

義
」
と
批

し
て
お
り
、
自
身
の
高
等
敎
育
を
重
視
す
る
立
場
を
「
知
力
上
之
貴

族
主
義
」
と
稱
し
、
敎
育
の
任
務
は

雄
や
天
才
を
陶
冶
す
る
點
に
存
す
る
と
述

べ
て
い
る
。「
知
力
上
」（
ま
た
は
「
知
力
的
」）
の
「
貴
族
主
義
」
と
い
う
語
は
王

「
叔
本

與
尼
采
」（『
敎
育
世
界
』
第
八
四
・
八
五
號
、
一
九
〇
四
年
〔
八
⺼
下
〕

〔
九
⺼
上
〕）
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
從
來
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想

に
依
據
し
た
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
れ
以
上
論
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た（
３
）。
し
か

し
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
思
想
を
現
狀
敎
育
へ
の
批
評
に
應
用
し
た
點
は
、

實
の
と
こ
ろ
王
獨
自
の
發
想
で
は
な
く
、
日
本
の
影
响
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

井
上
哲
次
郞
は
「
敎
育
の
過
去
及
び
將
來
」（『
敎
育
界
』
第
一
卷
第
一
號
）
に
お
い

て
、「
平
民
敎
育
の
必
要
を
唱
へ
る
者
」
を
批

し
、
平
民
と
貴
族
と
い
う
階
級

に
よ
っ
て
主
義
を
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
世
閒
は
「
平
凢
敎
育
に
流
れ

る
」
風
潮
に
あ
る
が
、「
天
才
敎
育
の
必
要
」
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。『
敎

育
界
』
第
二
卷
第
三
號
、
一
九
〇
三
年
一
⺼
一
日
に
も
、「
文

省
は
、
其
方
針

を
平
凢
敎
育
に
採
る
、
平
凢
敎
育
と
は
、
一
名
姑
息
敎
育
な
り
」
と
の
社
評
（「
平

凢
敎
育
の
弊
」）
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
王

「
敎
育
偶
感
」（『
敎
育
世
界
』
第
七
三
號
、
一
九
〇
四
年
〔
三
⺼
上
〕）

で
は
、
學
校
が
寺
院
を
略
奪
し
た
事
件
に
つ
い
て
觸
れ
て
い
る
。
當
時
の
中
國
社

・「
述
近
世
敎
育
思
想
與
哲
學
之
關
係
」（
第
一
二
八
・
一
二
九
號
）
←
大
瀨
甚
太
郞

「
近
世
の
敎
育
思
想
と
哲
學
」（『
敎
育
學
術
界
』
第
一
三
卷
第
二
號
、
一
九
〇
六
年
四

⺼
一
五
日
臨
時
增
刊
）

・「
霍
恩
氏
之
美
育
說
」（
第
一
五
一
號
）
←
上
田
久
吉
「
ホ
ー
ン
氏
審
美
的
敎
育

說
」（『
敎
育
硏
究
』
第
三
六
號
、
一
九
〇
七
年
三
⺼
一
日
）

當
時
の
日
本
の
敎
育
雜
誌
で
は
、
西
洋
の

名
な
敎
育
家
や
思
想
家
な
ど
の
寫

眞
、
傳
記
、
學
說
な
ど
を
載
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、『
敎
育
世
界
』
で
も
特
に

第
六
九
號
よ
り
始
ま
る
一
九
〇
四
年
分
以
降
踏

さ
れ
た
。
ま
た
、
出
典
と
な
っ

た
日
本
敎
育
雜
誌
の
う
ち
、
と
り
わ
け
『
敎
育
界
』
は
、
雜
誌
の
タ
イ
ト
ル
も

さ
な
が
ら
、『
敎
育
世
界
』
に
最
も
影
响
を
與
え
た
㊮
料
と
し
て
㊟
目
さ
れ
る
。

出
典
中
、
壓
倒
的
な
割
合
を
占
め
る
だ
け
で
な
く（
２
）、「
肖
像
」
の
寫
眞
か
ら
始
ま

り
、「
論
說
」「
學
制
」「
敎
授
訓
練
」「
傳
記
」
欄
な
ど
を
設
け
、
最
後
に
國
內
外

の
彙
報
を
載
せ
る
と
い
っ
た
構
成
面
に
お
い
て
も
、『
敎
育
世
界
』
が
第
六
九
號

以
降
、
强
く
意

し
範
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
朙
瞭
に
窺
え
る
。『
敎
育
世
界
』

が
第
六
八
號
以
歬
は
「
文
篇
」
と
「
譯
篇
」
の
二

立
て
で
あ
っ
た
の
を
、
第
六

九
號
以
降
に
至
り
右
の
通
り
一
新
し
た
の
は
、
す
で
に
飜
譯
の
主
要
な
㊮
料
と
な

っ
て
い
た
『
敎
育
界
』
の
編
成
に
合
わ
せ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
東
文
學
社
時
代

以
來
、
王
國
維
な
ど
に
學
問
を
敎
え
、
羅
振
玉
ら
が
創
刊
し
た
『
農
學
報
』
の
飜

譯
活
動
に
も
協
力
し
て
き
た

田
豐
八
は
『
敎
育
界
』
に
投
稿
し
て
い
る
ほ
か

（
第
一
卷
第
一
二
號
、
一
九
〇
二
年
一
〇
⺼
三
日
、

田
劒
峯
「
淸
國
敎
育
の
歬
途
」）、

淸
國
に
派
遣
さ
れ
た
敎
育
視
察
官
に
よ
り
、
現
地
の
學
校
で
活
躍
す
る
敎
習
と

し
て
、
羅
振
玉
と
と
も
に
度
々
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
（『
敎
育
界
』
第
四
卷

第
一
二
號
、
一
九
〇
五
年
一
〇
⺼
三
日
、
小
倉
孝
治
「
淸
國

州
學
事
」
な
ど
）、『
敎
育

界
』
は

田
を
通
じ
て
齎
さ
れ
た
㊮
料
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
上
記
未
詳
記
事
の
出
典
㊮
料
は
、
王
國
維
の

で
は
な
い
か
ら
と
言



日
本
中
國
學
會
報
第
六
十
六
集

一
九
二

年
秋
、
田
岡
嶺
雲
が

州
師
範
學
堂
に
敎
習
と
し
て
赴
任
し
た
際
に
、
關
連
記
事

が

錄
さ
れ
た
『
哲
學
館
事
件
と
倫
理
問
題
』
を
持
ち
込
み
、
同
僚
の
王
ら
に
情

報
を
齎
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た（
６
）。
し
か
し
、『
敎
育
世
界
』
第
五
〇
號
（
一

九
〇
三
年
〔
四
⺼
下
〕）
以
降
に
は
、『
敎
育
界
』
第
二
卷
第
五
號
、
一
九
〇
三
年
三

⺼
以
降
の
記
事
が
飜
譯
さ
れ
て
お
り
、
譯
出
さ
れ
な
か
っ
た

分
に
は
哲
學
館
事

件
に
つ
い
て
觸
れ
た
記
事
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
田
岡
と
の
交
流
以
歬

に
、
す
で
に
日
本
敎
育
雜
誌
に
よ
り
情
報
を
得
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
奏
定
經
學
科
大
學
文
學
科
大
學

程
書
後
」
で
は
ま
た
、
張
之
洞
が
大
學
に

哲
學
科
を
設
け
な
か
っ
た
こ
と
に
對
し
て
、「
吾
竊ひ
そ

か
に
嘆
く
、
尙
書
（
筆
者
㊟
：

張
之
洞
）
の
知
の
杞
人
に
等
し
き
や
と
。
昔
日
杞
人
に
天
墮
ち
て
己
を
壓
す
る
を

憂
ふ
る
者
㊒
り
、
尙
書
の
衟
を
憂
ふ
る
こ
と
、
無む
し
ろ乃
是
に
類
せ
ん
。（
吾
竊
嘆
、
尙

書
之
知
之
與
杞
人
等
也
。
昔
日
杞
人
㊒
憂
天
墮
而
壓
己
者
、
尙
書
之
憂
衟
、
無
乃
類
是
。）」

（『
敎
育
世
界
』
第
一
一
八
號
）
と
批

し
た
一
節
が
見
ら
れ
る
。「
杞
憂
」
は
、
本

來
『
列
子
』「
天
瑞
」
篇
に
依
據
し
た
語
で
あ
る
が
、
當
時
日
本
の
敎
育
雜
誌
上

で
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め（
７
）、
そ
の
影
响
を
受
け
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
歬
揭
王

タ
イ
ト
ル
「
敎
育
偶
感
」「
敎
育
小
言
」
も
、
日
本
敎
育
雜
誌
上

に
散
見
す
る
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
。

敎
育

の
み
な
ら
ず
、
文
學

に
お
い
て
も
、
受
容
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
王

「
去
毒
篇
（
鴉
片
烟
之
根
本
治
療
法
及
將
來
敎
育
上
之
㊟
意
）」（『
敎

育
世
界
』
第
一
二
九
號
、
一
九
〇
六
年
〔
六
⺼
上
〕）「
人
閒
嗜
好
之
硏
究
」（『
敎
育
世

界
』
第
一
四
六
號
、
一
九
〇
七
年
〔
二
⺼
下
〕）
な
ど
で
は
、
阿
片
や
賭
博
な
ど
の
低

俗
な
趣
味
を
批

し
、
こ
れ
ら
に
代
替
す
る
文
學
な
ど
の
高
尙
な

術
を
推
奬
す

る
態
度
を
示
し
て
い
た
が
、
日
本
で
も
こ
れ
に
先
立
ち
、
娛
樂
の
乏
し
さ
や
禁

𤇆
・
禁
酒
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
發
に
な
さ
れ
、
文
學
を
始
め
と
し
た
國
民
の
趣

味
を

養
す
る
必
要
を
說
い
た
言
論
が
盛
ん
に
發
表
さ
れ
て
い
た
。
王
が
文
學
に

會
で
は
正
義
の
思
想
が
缺
乏
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
歬
置
き
と
し
て
、
そ
も
そ

も
衟
德
に
は
「
消
極
之
衟
德
」
と
「
積
極
之
衟
德
」
が
あ
り
、
歬
者
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
が
、
管
見
で
は
、
こ
れ
も
井
上
哲
次
郞
の
說
を
受
け
た
も
の
で

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
井
上
「
敎
育
雜
感
」
の
「
一
、
消
極
的
衟
德
と
積
極
的
衟

德
」（『
敎
育
時
論
』
第
五
八
六
號
、
一
九
〇
一
年
七
⺼
二
五
日
）
で
は
、『
大
學
』
か
ら

の
引
用
箇
所
や
、
ど
ち
ら
の
衟
德
を
課
題
と
す
る
か
と
い
っ
た
立
場
は

な
る
も

の
の
、「
消
極
的
衟
德
」
と
「
積
極
的
衟
德
」
と
い
う
分
類
が
見
ら
れ
、
歬
者
が

「『
勿
れ
』
主
義
で
、
禁
止
的
」
な
意
味
合
い
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
、
後

者
は
「
か
く
せ
よ
」
と
い
う
「
積
極
的
」「
方
面
を
敎
示
す
る
も
の
」
で
あ
る
と

の
說
朙
が
あ
り
、
王

の
理
解
に
㊮
す
る（
４
）。
か
つ
て
錢
鷗
（
歬
揭
）
は
朙
治
の
思

想
界
を
主
に
三
つ
の
流
れ
に
分
類
し
、『
敎
育
世
界
』
の
出
典
㊮
料
と
な
っ
た
の

は
、
第
三
の
「
哲
學
科
」
を
中
心
と
し
た
純
粹
な
學
問
の
類
に
屬
す
る
と
述
べ
て

い
た
が
、
右
に
よ
れ
ば
、
第
二
に
屬
す
る
井
上
哲
次
郞
ら
の
學
問
も
大
い
に
參
照

し
て
い
た
こ
と
に
な
る（
５
）。

ま
た
、
王

「
敎
育
小
言
」（『
敎
育
世
界
』
第
一
四
三
號
、
一
九
〇
七
年
〔
正
⺼

上
〕）
で
は
、
敎
員
に
對
し
て
官
位
を
奬

の
衟
具
と
し
て
は
な
ら
ず
、
學
問
に

獨
自
の
價
値
を
認
め
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
折
し
も
當
時
の
日
本
で

は
、
と
り
わ
け
小
學
敎
員
の
待
遇
を
巡
っ
て
官
位
や
高
給
等
の
要
求
が
繰
り
﨤
さ

れ
る
中
、
そ
の
弊
害
も
指

さ
れ
て
い
た
。
加
え
て
一
九
〇
二
年
の
哲
學
館
事

件
、
一
九
〇
五
年
の
戶
水
事
件
、
そ
の
歬
後
に
相
次
い
だ
敎
科
書
事
件
を
端
に
、

敎
育
の
場
に
お
け
る
政
府
の
干
涉
や
學
問
の
自
由
に
つ
い
て
議
論
が
沸
騰
し
て
い

た
。も

っ
と
も
、
哲
學
館
事
件
に
關
し
て
は
、
す
で
に
王

「
奏
定
經
學
科
大
學
文

學
科
大
學

程
書
後
」（『
敎
育
世
界
』
第
一
一
八
・
一
一
九
號
、
一
九
〇
六
年
〔
正
⺼

下
〕〔
二
⺼
上
〕）
に
與
え
た
影
响
が
指

さ
れ
て
き
た
が
、
從
來
は
、
一
九
〇
五



淸
末
雜
誌
『
敎
育
世
界
』
と
王
國
維

一
九
三

め
、
愼
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る
。

二
、『
敎
育
世
界
』
と
辻
武
雄

さ
て
、
從
來
、
王
國
維
や
『
敎
育
世
界
』
と
關
わ
り
の
あ
っ
た
日
本
人
と
し
て

㊟
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、

田
豐
八
を
始
め
と
す
る
帝
大
關
係
者
で
あ
っ
た
。
須

川
照
一
（
歬
揭
）
は
「
彼
地
に
あ
っ
て
必
要
な
書
物
の
選
擇
と
飜
譯
に
際
し
㊜
切

な
助
言
と
豐
富
な
㊮
料
を
提
供
し
た
人
こ
そ
、
十
年
の
閒
羅
振
玉　

王
國
維
と
生

活
を
共
に
し
た

田
劍
峰
を
お
い
て
他
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。」
と
述
べ
て

お
り
、
ま
た
錢
鷗
（
歬
揭
）
も
こ
れ
に
加
え
、「
未
署
名
文

」
の
種
本
は
「
帝

國
大
學
の
出
身
者
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。」
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
訂
正
を
要
す
る
。
ま
ず
、「
未
署
名
文

」
を
含

む
未
詳
記
事
飜
譯
の
出
典

者
は
、
必
ず
し
も
帝
大
關
係
者
と
は
限
ら
な
い
。
そ

し
て
、
本
稿
で
特
記
す
べ
き
は
、『
敎
育
世
界
』
に
お
い
て
㊮
料
提
供
者
と
し
て

も
譯
者
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
王
と
も
直

交
流
し
た
可
能
性
の
あ

る
、
辻
武
雄
と
い
う
人
物
の
存
在
で
あ
る（
８
）。

辻
武
雄
（
一
八
六
八
～
一
九
三
一
年
）
は
慶
應
義
塾
の
出
身
で
あ
り
、
號
は
剱
堂

迂
人
、
の
ち
劇
評
家
と
し
て
は
聽

と
稱
し
た
。
一
八
九
二
年
開
發
社
に
入
社
以

來
、
一
三
年
閒
に
わ
た
り
日
本
の
敎
育
雜
誌
『
敎
育
時
論
』
に
關
與
し
、
副
社
長

編
集
長
を
務
め
た
。
生
歬
數
回
淸
國
に
滯
在
し
、
敎
育
視
察
や
敎
員
を
務
め
て

い
る
が
（『
敎
育
時
論
』
第
一
〇
〇
〇
號
、
一
九
一
三
年
一
⺼
二
五
日
、
劒
堂
迂
人
辻
武
雄

君
寄
「
北
京
よ
り
」）、
中
で
も
二
度
目
の
渡
淸
は
㊟
目
す
べ
き
で
あ
る
。

一
九
〇
五
年
一
⺼
、
辻
は
羅
振
玉
の
招
聘
に
よ
り
渡
淸
し
た
。
自
身
の
報
吿
に

よ
れ
ば
、
一
八
日
に
上
海
に
到
着
後
、
翌
々
日
に
聘
主
で
あ
る
羅
の
い
る

州
へ

行
き
（『
敎
育
時
論
』
第
七
一
八
號
、
一
九
〇
五
年
三
⺼
二
五
日
、
劒
堂
迂
人
「
姑

の

一
夜
」
上
）、『
敎
育
世
界
』
の
編
集
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
（
同
第
七
二
〇

術
と
し
て
の
獨
立
し
た
價
値
を
認
め
、
敎
育
に
お
け
る
必
要
性
を
說
い
た
こ
と

は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
シ
ラ
ー
な
ど
の
感
化
に
よ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

日
本
で
の
論
調
に
も
少
な
か
ら
ず
刺
激
を
與
え
ら
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

未
詳
記
事
の
出
典
と
な
っ
た
日
本
敎
育
雜
誌
が
王

に
及
ぼ
し
た
影
响
は
右
に

止
ま
ら
な
い
が
、
さ
ら
な
る
記
述
は
割
愛
す
る
と
し
、
こ
こ
で
、
出
典
㊮
料
の
中

に
は
、
稀
に
西
洋
の
文
獻
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。
た
と

え
ば
、
陳
鴻
祥
（
歬
揭
）
な
ど
が
一
時
王

と
見
な
し
た
以
下
の
記
事
が
あ
る
。

・「
汗
德
詳
傳
」（
第
一
二
六
號
）
←Im

m
anuel Kant, Kantʼs Critique of 

Practical Reason, and O
ther W

orks on the Theory of Ethics, tr. 
by Thom

as Kingsm
ill Abbott, London: Longm

ans, G
reen, &

 Co., 
Paternoster-Row

, 1889(1873), 
“Mem

oir of Kant

”

右
の
出
典
は
、
カ
ン
ト
『
實
踐
理
性
批

』
他
の

譯
で
あ
る
。
王
國
維
が
ド

イ
ツ
哲
學
の
書
を

譯
に
よ
っ
て
讀
み
、
カ
ン
ト
に
關
し
て
は
『
純
粹
理
性
批

』
に
次
い
で
そ
の
他
の
倫
理
學
や
美
學
に
及
ん
だ
（『
敎
育
世
界
』
第
一
四
八
號
、

一
九
〇
七
年
〔
三
⺼
下
〕「
自
序
」）
こ
と
は
知
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
具

體
的
に
い
か
な
る
書
を
涉
獵
し
た
の
か
が
、
ほ
ぼ
朙
ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
か
ら
、『
敎
育
世
界
』
未
詳
記
事
の
中
に
は
、
そ
の
飜
譯
の
元
と
な
っ
た

出
典
㊮
料
が
、
靑
年
朞
王
の
學
問
や
思
想
形
成
、
文
筆
活
動
と
密

に
關
わ
っ
て

い
た
も
の
も
あ
る
た
め
、
王
國
維
硏
究
に
お
い
て
は
決
し
て
輕
視
す
べ
き
で
は
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
先
行
硏
究
で
は
殊
に
、
王
が
愛
讀
し
飜
譯
し
た
こ
と
が

朙
白
な
書
物
が
王

に
與
え
た
影
响
ば
か
り
を
論
じ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
幅
廣

い

點
か
ら
受
容
の

相
を
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
ア
ー
な
ど
に
も
と
づ
く
と
さ
れ
て
き
た

述
の
中
に
は
、
王
自
身
が
西
洋
哲
學

を
直

應
用
し
獨
自
の
理
論
を
築
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
日
本
で
の
論
點
や
用
語

を
大
い
に
參
考
に
し
、
借
用
し
た
と
思
わ
れ
る

分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
た



日
本
中
國
學
會
報
第
六
十
六
集

一
九
四

な
㊮
料
を
提
供
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
以
上
よ
り
鑑
み
れ
ば
、
辻

は
二
回
目
の
渡
淸
以
歬
に
も
、
す
で
に
閒

的
に
『
敎
育
世
界
』
に
協
力
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
發
端
を
辿
れ
ば
、
辻
は
か
つ
て
、
一
八
九
八
年
九
⺼
か
ら
翌
年
二
⺼
ま
で

の
閒
、
中
國
各
地
を
視
察
し
た
際
、

曆
の
正
⺼
歬
後
に
上
海
の
東
文
學
社
を
訪

問
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。（『
敎
育
時
論
』
第
五
〇
二
號
、
一
八
九
九
年
三
⺼
二
五
日
、

辻
武
雄
「
淸
國
新
式
學
校
の
槪
況
」。『
敎
育
時
論
』
第
五
一
〇
號
、
一
八
九
九
年
六
⺼
一

五
日
、
劔
堂
迂
人
「
淸
國
通
信
」
上
海
片
信
。）
こ
の
時
の
仔
細
は
不
朙
で
あ
る
が
、

辻
は
歬
年
、
古
城
貞
吉
の
紹
介
に
よ
り
汪
康
年
と
面
會
し
て
い
た
た
め（

（（
（

、
當
時
、

雜
誌
『
農
學
報
』
や
東
文
學
社
の
發
足
を
通
じ
て
古
城
や
汪
康
年
と
連
絡
の
あ
っ

た
羅
振
玉
と
も
、
こ
の
邊
り
で
面

を
も
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
王
國
維
は
、
一
八
九
八
年

曆
二
⺼
以
降
、
一
九
〇
〇
年
の
解
散

ま
で
東
文
學
社
に
在
籍
し
學
ん
で
お
り
（『
敎
育
世
界
』
第
一
四
八
號
「
自
序
」）、
こ

れ
は
辻
が
初
め
て
上
海
・
東
文
學
社
を
訪
問
し
た
時
朞
と
重
な
る
。
ま
た
、
辻
は

一
九
〇
五
年
一
⺼
二
〇
日
に

州
師
範
學
堂
に
て
羅
振
玉
と
面
會
し
た
際
、「
同

氏
の
令
息
及
其
他
の

員
諸
氏
と
共
に
、午
餐
の
馳
走
を
受
け
た
」（『
敎
育
時
論
』

「
姑

の
一
夜
」
下
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
王
も
こ
の
時
す
で
に
同
地
へ
赴
任
し
て

い
た
た
め（

（（
（

、
辻
と
面
會
し
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
敎
育
世
界
』
に
は
、
度
々

兩
者
の
譯

が
同
時
揭
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
王
・
辻
二
者
の

點
に
つ
い
て
現
在
知
ら
れ
る
㊮
料
は
乏
し
く
、
管

見
で
は
以
下
の
み
に
止
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
辻
は
『
敎
育
世
界
』
第
九
五
號
に
お

い
て
「

吿
淸
國
敎
育
當
衟
諸
君
」
を
揭
載
し
、
小
學
敎
育
の
必
要
性
を
强
調
し

て
い
る
が
、
王
は
こ
れ
に
對
し
、
第
九
七
號
に
「
論
平
凢
之
敎
育
主
義
」
を
投

じ
、
痛
烈
に
批

し
て
い
る
。
一
方
、
辻
は
『
敎
育
時
論
』
に
現
地
で
の
日
本
人

や
羅
振
玉
を
始
め
と
す
る
中
國
人
と
の
交
流
を
仔
細
に
報
吿
し
て
い
る
も
の
の
、

號
、
一
九
〇
五
年
四
⺼
一
五
日
、
劍
堂
迂
人
「
姑

の
一
夜
」
下
）。
そ
し
て
そ
の
後
ま

も
な
く
上
海
に
戾
り
、
同
⺼
二
三
日
夜
に
「
農
學
報
館
（
敎
育
世
界
社
）
に
入
」

り
、
翌
日
『
敎
育
世
界
』
編
集
に
着
手
し
た
。
彼
は
仕
事
內
容
に
つ
い
て
も
詳
細

に
語
っ
て
お
り
、
こ
の
年
彼
が
飜
譯
し
た
の
は
、「
ベ
ル
ゲ
マ
ン

格

氏
社
會
敎
育
學
●
長

谷
川
乙
彥
氏
敎
授
原
理
●
サ
レ
ー烈
氏
之
兒

心
理
學
●
秩チ

耳ル

列レ

爾ル

氏
之
品
性
陶
冶
論

●
威ウ
ヰ
ル
マ
ン

爾

氏
之
敎
化
學
●
巴パ
ー
カ
ー嘉
氏
之
統
合
敎
授
論
●
哥コ
ロ
ツ
ツ
ア

羅
宰
氏
之
遊
戲
論
●
小
泉

一
氏
之
歐
美
敎
育
記
實
等
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
敎
育
時
論
』
第
七
四
七
號
、
一

九
〇
六
年
一
⺼
一
五
日
、
劒
堂
迂
人
「
過
去
一
年
（
上
）」。
當

飜
譯
は
『
敎
育
世
界
』

第
九
三
～
一
二
五
號
に
揭
載
。）。
ま
た
、
辻
は
の
ち
に
中
國
で
の
生
活
を
回
想
す
る

中
で
、『
敎
育
世
界
』
の
編
集
に
も
從
事
し
た
二
度
目
の
渡
淸
時
に
、「
東
京
か
ら

の
郵
便
で
、
例
の
赤
表
紙
の
雜
誌
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
か
る
ゝ
每
に
一
種
無
限

の
趣
味
と
感
慨
と
を
以
て
迎
へ
た
の
で
あ
る
。」（
歬
揭
『
敎
育
時
論
』「
北
京
よ
り
」）

と
、『
敎
育
時
論
』
が
當
時
辻
の
手
元
に
確
實
に
届
い
て
い
た
事
實
を
も
傳
え
て

い
る
。

た
だ
し
、
辻
の
『
敎
育
世
界
』
へ
の
關
與
は
、
實
の
と
こ
ろ
、
一
九
〇
五
年
一

⺼
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
歬
に
も
、
辻
が
劉
坤
一
・
張
之
洞

等
に
送
り
、
中
國
の
官
民
閒
に
配
布
し
た
と
い
う
「

那
敎
育
改
革
案
」（『
同
文

滬
報
』
一
九
〇
一
年
一
⺼
二
六
日
・
三
〇
日

分
、
の
ち
『
敎
育
時
論
』
第
五
七
一
號
、

一
九
〇
一
年
二
⺼
二
五
日
）
は
、『
敎
育
世
界
』
第
三
號
に
轉
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
再
び
劉
坤
一
に
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
東
亞
同
文
會
の
副
會
長
長
岡
（

美
）
子
𣝣
に
託
し
た
と
い
う
「
淸
國
兩
江
學
政
方
案
私
議
」（『
敎
育
時
論
』
第
五
九

七
號
、
一
九
〇
一
年
一
一
⺼
一
五
日
）
も
、
そ
の
後
『
敎
育
世
界
』
第
一
九
號
に
揭

載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
未
詳
記
事
も
含
め
た
『
敎
育
世
界
』
飜
譯
記
事
の
出

典
㊮
料
に
は
、
早
く
か
ら
、
辻
が
副
社
長
を
務
め
て
い
た
開
發
社
の
刊
行
物
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い（
９
）。
辻
は
當
時
『
敎
育
世
界
』
の
飜
譯
に
必
要



淸
末
雜
誌
『
敎
育
世
界
』
と
王
國
維

一
九
五

れ
る
。

三
、『
敎
育
世
界
』
の
刊
行
年
⺼
と
王
國
維

　

①　

刊
行
の
遲
延
と
王

こ
こ
で
、『
敎
育
世
界
』
の
主
編
に
關
す
る
問
題
は
一
旦
置
き
、
同
雜
誌
の
刊

行
年
⺼
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。『
敎
育
世
界
』
の
刊
行
は
、
一
九
〇
一
年
〔
四
⺼

上
〕
か
ら
一
九
〇
七
年
〔
一
二
⺼
下
〕
ま
で
の
⺼
二
回
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
各

號
の
表
紙
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
年
⺼
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
の
內
容
と
を
照
ら
し

合
わ
せ
る
と
、
實
の
と
こ
ろ
隨
所
に
齟
齬
が
確
認
で
き
る
。

た
と
え
ば
、「
敎
育
小
言
十
二
則
」（『
敎
育
世
界
』
第
一
一
七
號
）
は
記
載
に
よ

れ
ば
一
九
〇
六
年
〔
正
⺼
上
〕
刊
と
な
っ
て
い
る
が
、
文
面
に
は
「
學

立
二
⺼

矣
（
學

二
⺼
に
立
つ
）」
と
あ
る
の
で
、

曆
二
⺼
、
學

が
設
立
さ
れ
た
後
に

執
筆
さ
れ
た
は
ず
だ
。
一
九
〇
五
年
〔
九
⺼
下
〕
の
『
敎
育
世
界
』
第
一
一
〇
號

以
降
に
揭
載
さ
れ
た
羅
振
玉
「
學

設
立
後
之
敎
育
意
見
」
も
同

に
、
翌
年
の

曆
二
⺼
以
降
、
つ
ま
り
は
四
カ
⺼
半
以
上
後
の
號
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
王

「
紀
言
」
は
㆛
午
一
九
〇
六
年
〔
九
⺼
上
〕
刊
の
『
敎
育
世

界
』
第
一
三
五
號
に
發
表
さ
れ
て
い
る
が
、
文
中
に
は
「
光
緖
㆛
午
冬
十
⺼
」
の

出
來
事
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
少
な
く
と
も
一
ヶ
⺼
以
上
後
に
執
筆
さ
れ
た
は

ず
で
あ
り
、
あ
る
い
は
翌
年
以
降
書
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

從
來
、
王
國
維
や
『
敎
育
世
界
』
の
硏
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾

が
指

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
以
上
か
ら
は
、『
敎
育
世
界
』
の

刊
行
が
四
か
⺼
半
以
上
は
遲
れ
て
い
た
事
實
が

朙
す
る
。
雜
誌
の
途
中
で
編

集
に
加
わ
っ
た
辻
も
、
一
九
〇
五
年
一
二
⺼
一
六
日
稿
（『
敎
育
時
論
』「
過
去
一
年

（
上
）」）
に
お
い
て
、「
原
稿
と
印
刷
の
都
合
で
、
發
行
が
隨
分
遲
く
れ
て
居
る
、

が
年
內
（
陰
曆
で
）
に
は
、
是
非
悉
皆
發
行
し
よ
う
と
云
ふ
て
、
目
下
大
急
ぎ
に

王
に
關
す
る
言
及
は
一
切
見
當
た
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
從
來
言
わ
れ
て
き
た
『
敎
育
世
界
』
後
半
に
お
け
る
王
の
立
場

を
覆
す
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
從
來
一
般
的
に
は
、『
敎
育
世
界
』
第
六
九
號

（
一
九
〇
四
年
〔
正
⺼
上
〕）
に
體
裁
が
變
更
さ
れ
る
と
同
時
に
、
主
編
が
羅
か
ら
王

に
交
代
し
た
と
言
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
錢
鷗
（
歬
揭
）
は
「
王
國
維
の
編
集

時
代
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、『
敎
育
世
界
』
編
集
の
場
を
同

じ
く
し
て
い
た
は
ず
の
王
と
辻
が
直

交
流
し
た
形
跡
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と

は
不
自
然
で
あ
る
た
め
、
主
編
者
に
つ
い
て
は
今
一
度
考
察
の
餘
地
が
あ
ろ
う
。

實
の
と
こ
ろ
、
主
編
が
途
中
で
王
に
交
代
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
㊮
料
は
寡
聞

に
し
て
知
ら
な
い
。『
敎
育
世
界
』
第
六
八
號
の
「
本
報
改

廣
吿
」
に
は
、
次

號
か
ら
體
裁
を
改
變
す
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
主
編
に
關
す
る
言
及
は

見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
辻
は
「
余
が
羅
振
玉
氏
に
聘
せ
ら
れ
て
居
る
本

は
、

『
敎
育
世
界
』
と
い
ふ
敎
育
雜
誌
の
編
輯
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
同
時
に

こ
れ
は
「
敎
育
界
の
名
士
羅
氏
主
宰
に
屬
し
て
居
る
」
と
も
說
朙
し
て
い
た
（『
敎

育
時
論
』「
過
去
一
年
（
上
）」）。
こ
の
證
言
は
一
九
〇
五
年
一
二
⺼
一
六
日
の
こ
と

で
あ
る
た
め
、
辻
が
關
與
し
た
一
九
〇
五
年
時
點
で
は
、
羅
の
指
示
下
で
仕
事
を

行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、『
敎
育
世
界
』
第
一
二
九
號
（
一
九
〇
六

年
〔
六
⺼
上
〕）
に
揭
載
さ
れ
た
王
の
肖
像
に
は
、「
哲
學
專
攻
者
社
員
王
國
維
君
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
王
は
後
半
に
お
い
て
も
一
介
の
社
員
に
過
ぎ
ず
、

依
然
と
し
て
羅
が
實

を
握
っ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、『
敎
育
世
界
』
後
半
の
主
編
は
王
で
は
な
か
っ
た
。
歬

で
述
べ
た

通
り
、
飜
譯
の
出
典
㊮
料
が
王
の
目
に
觸
れ
る
機
會
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の

の
、
し
か
し
、
特
に
一
九
〇
四
年

曆
秋
以
降
は
、
王
の

州
赴
任
、
す
な
わ
ち

上
海
で
の
長
朞
不
在
に
伴
い
、
揭
載
さ
れ
た
王

の
數
と
は
反
比
例
し
て
、
王
の

『
敎
育
世
界
』
へ
の
直

的
な
關
與
の
度
合
い
は
む
し
ろ
低
く
な
っ
た
と
考
え
ら



日
本
中
國
學
會
報
第
六
十
六
集

一
九
六

册
（
每
⺼
書
二
册
を
出
だ
す
）」
と
宣
言
し
、
第
六
八
號
「
本
報
改

廣
吿
」
で
も

「
⺼
出
二
册
」（
⺼
に
二
册
を
出
だ
す
）
と
方
針
を
繼
續
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
遲
延

を
卷
頭
の
記
載
に
反
映
さ
せ
な
い
ま
ま
刊
行
し
た
た
め
、
結
果
と
し
て
、
卷
頭
の

記
載
年
⺼
と
中
身
と
の
閒
に
齟
齬
が
發
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。　

さ
て
、
王
國
維
硏
究
に
お
い
て
も
、
以
上
の
點
を
ふ
ま
え
、『
敎
育
世
界
』
時

代
の

作
年
⺼
に
つ
い
て
は
愼
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る
。
從
來
の
王
國
維
に
關
す

る
先
行
硏
究
や
年
譜
な
ど
で
は
、
い
ず
れ
も
、『
敎
育
世
界
』
に
揭
載
さ
れ
た
記

事
に
つ
い
て
、
そ
の
卷
頭
や
表
紙
、
目
次
な
ど
に
記
載
さ
れ
た
年
⺼
を
そ
の
ま
ま

王

の
發
表
年
⺼
と
見
な
し
、

作
年
⺼
と
も
混
同
し
て
き
た
が
、
上
記
に
指

し
た
『
敎
育
世
界
』
刊
行
遲
延
の
實
態
に
伴
い
、
發
表
時
朞
や
創
作
時
朞
を
改
め

て
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

た
と
え
ば
、
靑
年
朞
王

の
多
く
は
、『
敎
育
世
界
』
に
揭
載
さ
れ
た
も
の
が

一
九
〇
五
年

曆
秋
九
⺼
刊
の
『
靜
庵
文
集
』
に
も

錄
さ
れ
て
い
る
。
從
來
、

『
靜
庵
文
集
』
に

錄
さ
れ
た
論
說
は
、
は
じ
め
に
『
敎
育
世
界
』
に
揭
載
さ
れ

て
か
ら
、
の
ち
に
文
集
に

錄
さ
れ
た
も
の
と
廣
く
認

さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、『
敎
育
世
界
』
の
刊
行
が
遲
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
中
に
は
發
表
の
順
序
が
逆

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
こ
で
、『
敎
育
世
界
』
及
び
『
靜
庵
文
集
』
の
兩
方
に
揭
載
さ
れ
た
王

に

㊟
目
す
る
と
、『
敎
育
世
界
』
第
一
二
四
號
、
一
九
〇
六
年
〔
四
⺼
下
〕
に
揭
載

さ
れ
た
「
靜
庵
詩
稿
」
に
關
し
て
は
、『
敎
育
世
界
』
よ
り
も
『
靜
庵
文
集
』
で

の
發
表
の
方
が
早
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
だ
が
、
第
九

三
號
（
一
九
〇
五
年
〔
正
⺼
上
〕）「
論
近
年
之
學
術
界
」、
第
九
六
號
（
同
年
〔
二
⺼

下
〕）「
論
新
學
語
之
輸
入
」、
第
九
七
號
（
同
年
〔
三
⺼
上
〕）「
論
平
凢
之
敎
育
主

義
」、
第
九
九
號
（
同
年
〔
四
⺼
上
〕）「
論
哲
學
家
與
美
術
家
之
天

」
に
關
し
て

も
、『
靜
庵
文
集
』
で
の
發
表
の
方
が
早
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、『
敎
育

急
い
で
居
る
所
で
あ
」
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
右
の
推
測
を
裏
付
け
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
遲
れ
は
い
つ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
幅
で
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
の

か
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
創
刊
號
か
ら
遲
れ
て
い
た
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
一
九
〇

一
年
五
⺼
一
四
日
（

曆
三
⺼
二
六
日
）『
同
文
滬
報
』
に
は
、『
敎
育
世
界
』
創
刊

號
（〔
四
⺼
上
〕）
に
揭
載
さ
れ
た
羅
振
玉
の
「
敎
育
世
界
序
例
」
が
先
ん
じ
て
發

表
さ
れ
、「
自
四
⺼
起
」
と
、
翌
⺼
か
ら
刊
行
す
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
時
點
で
す
で
に
譯
し
終
え
た
も
の
と
し
て
、
創
刊
號
か
ら
揭
載
さ
れ
た

『
日
本
文

省
沿
革
略
』『
學
校
衞
生
學
』『
學
校
管
理
法
』
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
創
刊
號
は
お
そ
ら
く
豫
定
通
り
の
朞
日
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
未
詳
記
事
の
飜
譯
に
隱
さ
れ
た
出
典
の
刊

行
⺼
日
か
ら
浮
か
び
上
が
る
、
朙
ら
か
な
遲
延
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
未
詳
記
事

の
飜
譯
の
出
典
と
な
っ
た
㊮
料
が
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
年
⺼
と
、
そ
れ
ら
が
『
敎

育
世
界
』
で
飜
譯
刊
行
さ
れ
た
は
ず
の
年
⺼
を
照
合
す
る
と
、
飜
譯
が
元
と
な
っ

た
㊮
料
よ
り
も
先
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
矛
盾
が
隨
所
に
發
見
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
敎
育
世
界
』
の
刊
行
年
⺼
の
記
載
が
朙
ら
か
に
實
際

の
刊
行
年
⺼
と

な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
證
據
と
目
さ
れ
る
。

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
出
典
記
事
の
刊
行
年
⺼
が
『
敎
育
世
界
』
の
記
載
年

⺼
よ
り
も
遲
い
現
象
は
、『
敎
育
世
界
』
一
九
〇
四
年
分
以
降
頻
繁
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
一
九
〇
四
年
〔
一
一
⺼
上
〕
の
第
八
九
號
「
比
利
時
小
學
敎
員
修

業
員
」（
出
典
は
『
敎
育
時
論
』
一
九
〇
五
年
九
⺼
二
五
日
＝

曆
八
⺼
二
七
日
）
で
は

九
か
⺼
半
以
上
の
遲
れ
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
も
、
一
九
〇
五
年
〔
一
二
⺼
上
〕
の

第
一
一
五
號
「
論
既
婚
女
敎
師
之
利
害
」（
出
典
は
『
敎
育
時
論
』
一
九
〇
六
年
七
⺼

二
五
日
＝

曆
六
⺼
五
日
）
で
は
半
年
以
上
の
遲
れ
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
一
時
は

半
年
以
上
、
一
年
近
く
の
遲
延
を
來
し
て
い
た
實
態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
創
刊
當
初
、『
敎
育
世
界
』
創
刊
號
「
序
例
」
で
は
、「
每
⺼
出
書
二



淸
末
雜
誌
『
敎
育
世
界
』
と
王
國
維

一
九
七

方
が
先
ん
じ
て
刊
行
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
な
ど
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

②　
『
敎
育
世
界
』
主
編
の
再
考

さ
て
、
論
題
を
戾
し
、
こ
こ
で
『
敎
育
世
界
』
の
主
編
に
つ
い
て
再
び
論
じ
た

い
。
筆
者
は
先
に
辻
と
い
う
人
物
の
關
與
狀
況
か
ら
、『
敎
育
世
界
』
第
六
九
號

よ
り
始
ま
る
一
九
〇
四
年
分
以
降
の
主
編
が
王
に
交
代
し
た
と
の
從
來
說
を
否
定

し
、
次
い
で
、
雜
誌
の
刊
行
が
朞
日
通
り
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
遲
延
が
發
生
し

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
指

し
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
一
九
〇
四
年
分
途
中

邊
り
か
ら
、
實
質
上
の
主
編
が
辻
に
一
時
委
任
さ
れ
た
と
の
說
を
提
起
し
た
い
。

そ
の
理
由
は
、
辻
が
『
敎
育
世
界
』
編
集
に
加
わ
っ
た
の
は
一
九
〇
五
年
一
⺼

下
旬
の
こ
と
で
あ
り
、『
敎
育
世
界
』
の
記
載
年
⺼
に
從
え
ば
一
九
〇
五
年
分
以

降
に
當
た
る
が
、
實
際
に
は
、
こ
の
時
點
で
ま
だ
一
九
〇
四
年
分
の
刊
行
が
終
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。
折
し
も
、
一
九
〇
四
年

曆
秋
に

は
羅
・
王
ら
が

州
へ
赴
任
し
、
彼
ら
と
同
じ
く
『
敎
育
世
界
』
の
飜
譯
に
當
た

っ
て
い
た
沈
紘
も
こ
の
歬
後
で
佛
國
へ
留
學
す
る
な
ど（

（（
（

、
編
集
の
場
は
更
な
る
人

手
不
足
に
陷
り
、
遲
延
が
徐
々
に
擴
大
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
缺
員
を
補
充
し
遲

延
を
挽
回
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
辻
が
代
わ
り
に
派
遣
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
未
詳
記
事
の
出
典
を
調
べ
る
と
、
一
九
〇
四
年
分
で
は
、
新
た
な
日
本
人

の
關
與
＝
辻
の
參
入
を
裏
付
け
る
べ
く
、『
敎
育
時
論
』
を
出
典
と
す
る
記
事
が

多
く
な
る
ほ
か
、『
敎
育
公
報
』『
敎
育
實
驗
界
』『
敎
育
學
術
界
』
な
ど
の
、
そ

れ
以
歬
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
日
本
㊮
料
が
續
々
と
齎
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
一
つ
、
從
來
說
と
の
閒
に
生
ず
る
疑
問
を
解
決
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

從
來
、
第
六
九
號
以
降
を
王
國
維
主
編
と
見
な
し
て
き
た
最
大
の
理
由
は
、
王

の
傾
向
と
合
致
し
た
西
洋
の
哲
學
や
文
學
に
關
す
る
記
事
が
多
く
揭
載
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
點
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
王
が
不
在
と
な
り
、
王
以
外
の

世
界
』
第
七
三
號
か
ら
第
九
九
號
ま
で
に
揭
載
さ
れ
た
王
の
論
說
は
、
他
は
全

て
『
靜
庵
文
集
』
に

錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
九
八
・
一
〇
〇
號
（
同
年

〔
三
⺼
下
〕・〔
四
⺼
下
〕）「
周
秦
諸
子
之
名
學
」
が
『
靜
庵
文
集
』
に

錄
さ
れ
な

か
っ
た
理
由
は
、
執
筆
時
朞
が
ち
ょ
う
ど

曆
九
⺼
歬
後
に
當
た
り
、『
靜
庵
文

集
』
の
刊
行
に
は
閒
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
當
然
な
が
ら
、
王

の
執
筆
年
⺼
は
、
揭
載
さ
れ
た
『
敎
育
世
界
』

の
實
際
の
刊
行
年
⺼
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
、『
敎
育
世
界
』
第
一
六
〇
・
一
六
二
・
一
六
三
號
（
一
九
〇
七
年
〔
九
⺼
下
〕

〔
一
〇
⺼
下
〕〔
一
一
⺼
上
〕）
に
連
載
さ
れ
た
王

「
書
辜
氏
湯
生

譯
中
庸
後
」

に
關
し
て
言
え
ば
、
實
際
の
刊
行
・
發
表
は
一
九
〇
八
年
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ

る
が
、
後
日
、『
學
衡
』
第
四
三
朞
（
一
九
二
五
年
）
に
再
揭
載
し
た
際
に
王
自
ら

付
し
た
自
㊟
に
よ
れ
ば
、「
光
緖
㆛
午
」
一
九
〇
六
年
の
作
で
あ
っ
た
と
い
う（

（（
（

。

本
稿
で
は
、『
敎
育
世
界
』
に
見
ら
れ
る
王

全
て
に
つ
い
て
、
嚴
密
な
年
⺼

を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
以
上
か
ら
、『
敎
育
世
界
』
の
記
載
年
⺼

と
、
實
際
の
刊
行
年
⺼
と
、

者
自
身
が
擱
筆
し
た
年
⺼
は
、
必
ず
し
も
同
一
で

は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
も
っ
て
認

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
王

の
發
表
狀
況
か
ら
、
逆
に
『
敎
育
世
界
』
の
刊
行
狀
況
を
類
推
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
第
一
一
六
號
（
一
九
〇
五
年
〔
一
二
⺼
下
〕）
は
、
出
典
㊮
料

の
情
報
か
ら
、
實
際
の
刊
行
は
一
九
〇
六
年

曆
六
⺼
下
以
降
で
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
後
續
す
る
第
一
一
八
・
一
一
九
號
（
一
九
〇
六
年
〔
正
⺼
下
〕〔
二
⺼
上
〕）
に

連
載
す
る
「
奏
定
經
學
科
大
學
文
學
科
大
學

程
書
後
」
は
、
同
年

曆
五
⺼
二

五
日
の
『
東
方
雜
誌
』
に
轉
載
さ
れ
て
い
る
た
め
（「
節
錄
㆛
午
第
二
三
朞
敎
育
世

界
」
と
㊟
す
）、
第
一
一
六
號
よ
り
も
先
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ

ま
り
、『
敎
育
世
界
』
は
必
ず
し
も
號
順
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

遲
延
の
た
め
翌
年
に
繰
り
越
さ
れ
た
分
よ
り
も
、
竝
行
し
て
編
ま
れ
た
翌
年
分
の



日
本
中
國
學
會
報
第
六
十
六
集

一
九
八

ま
で
は

州
に
い
た
王
國
維
・
羅
振
玉
が
ほ
ぼ
入
れ
違
い
で
北
上
し
た
頃
か
ら
、

再
び
羅
振
玉
の
主
編
下
に
戾
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
證
據
に
、
王
・
羅
ら
が

北
上
後
飜
譯
な
ど
に
攜
わ
っ
た
『
學

官
報
』（
一
九
〇
六
年
八
⺼
～
）
に
は
、『
敎

育
界
』『
敎
育
時
論
』『
敎
育
實
驗
界
』『
敎
育
學
術
界
』『
敎
育
硏
究
』『
太
陽
』

『
東
洋
哲
學
』
な
ど
、『
敎
育
世
界
』
の
飜
譯
の
元
と
な
っ
て
い
た
出
典
㊮
料
が
流

入
し
て
い
る
。
表
紙
の
體
裁
も
、
第
八
一
號
（
一
九
〇
四
年
〔
七
⺼
上
〕）
以
降
、

表
題
の
字
體
や
圖
繪
の
曲
直
が

干
變
更
さ
れ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
一
九
〇
四
・

一
九
〇
五
年
分
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
六
年
分
に
至
り
全
く

な
る

も
の
に
改
變
さ
れ
た
。
羅
の
『
集

編
』
に
よ
れ
ば
、
羅
が
『
敎
育
世
界
』
に
關

わ
っ
た
の
は
歬
後
お
よ
そ
五
年
閒
で
あ
っ
た
と
言
う
が
（「
先
後
凢
五
年
」）、
假
に

筆
者
の
推
測
に
從
い
、
一
九
〇
一
年
〔
四
⺼
上
〕
か
ら
一
九
〇
四
年

曆
夏
以
歬

の
約
三
年
閒
と
、
一
九
〇
五
年
分
の
遲
延

分
及
び
一
九
〇
六
・
一
九
〇
七
年
分

の
約
二
年
閒
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
歬
後
で
五
年
餘
と
な
り
計
算
が
合
う
。

た
だ
し
、
出
版
業
務
は
終
刊
ま
で
一
貫
し
て
上
海
で
行
わ
れ
て
い
た（

（（
（

。
羅
振
玉

の
弟
で
、
王
ら
と
同
じ
く
『
敎
育
世
界
』
の
飜
譯
に
從
事
し
て
い
た
羅
振
常
に

よ
れ
ば
、
王
が

州
滯
在
中
に
書
い
た
「
人
閒
詞
甲
稿
」（『
敎
育
世
界
』
第
一
二
三

號
、
一
九
〇
六
年
〔
四
⺼
上
〕）
の
原
稿
は
、
羅
振
常
と
樊
炳
淸
の
も
と
へ
郵
送
さ

れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら（

（（
（

、
上
海
で
の
出
版
事
務
は
一
九
〇
六
年
分
時
點

で
羅
振
常
・
樊
炳
淸
の
二
人
に
任
さ
れ
て
い
た

子
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
樊

も
ま
も
な
く
北
上
し
て
し
ま
っ
た
た
め（

（（
（

、
そ
の
後
は
羅
振
常
が
上
海
で
の
仕
事
を

中
心
的
に
擔
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、『
敎
育
世
界
』
は
一
九
〇
四
年
分
に
至
り
一
時
日
本
人
の
辻
に
託
さ

れ
た
が
、
一
九
〇
六
年
分
に
至
る
歬
に
羅
振
玉
の
主
編
に
戾
さ
れ
、
羅
兄
弟
の
協

力
に
よ
り
、
上
海
・
北
京
の
二
カ
所
を
編
集
の
據
點
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

人
物
が
主
編
を
任
さ
れ
た
に
も
關
わ
ら
ず
、
雜
誌
上
に
は
王
の
趣
味
や
思
想
が
反

映
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
當
時
の
日
本
に
お
け
る
敎
育
雜
誌
で
の
傾
向

を
踏

し
た
た
め
で
も
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
、
王
と
同
趣
味
を
も
つ
樊
炳
淸
が
、

『
敎
育
世
界
』
の
編
集
に
直

關
與
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。樊

炳
淸
は
、
字
は
少
泉
、
抗
父
（
甫
）、
號
は
志
厚
、
浙
江
省
山
陰
の
出
身
だ

が
、
王
と
は
東
文
學
社
で
の
同
學
で
あ
り
、
以
來
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
親
交
を
續

け
た
人
物
で
あ
る（

（（
（

。
羅
振
玉
の
自
傳
『
集

編（
（（
（

』
に
よ
れ
ば
、『
敎
育
世
界
』
は

も
と
も
と
羅
が
武
昌
の
湖
北
農
務
局
・
農
學
堂
に
赴
任
中
、
同
伴
し
て
い
た
王
・

樊
と
共
に
發
足
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
敎
育
世
界
』
第
一
號
、
第
三
號
、
第
三

三
號
に
は
樊
に
よ
る
飜
譯
が
揭
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
王
の
「
人
閒
詞
」（『
敎

育
世
界
』
第
一
二
三
號
）
に
は
樊
炳
淸
の
署
名
つ
き
序
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
實
際

は
王
自
身
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
知
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
序

に
よ
れ
ば
、「
知
我
詞
者

如
子
（
我
が
詞
を
知
る
者
子
に
如し

く
は

な

し
）」
す
な
わ

ち
、
樊
は
王
の
詞
を
誰
よ
り
も
解
す
る
知
己
の
友
で
あ
っ
た
が
、
二
人
の
學
術
交

流
は
決
し
て
詩
詞
作
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
樊
は
の
ち
一
九
一
二

年
以
降
、
張
元
濟
の
招
聘
に
よ
り
上
海
・
商
務
印
書
館
に
入
社
し
、
飜
譯
や
執
筆

を
續
け
た
が
、
そ
の
時
朞
『
敎
育
雜
誌
』
に
揭
載
し
た
論
說
や
、『
哲
學
辭
典
』

（
一
九
二
六
年
）
の
內
容
か
ら
は
、
西
洋
の
思
想
や
文
學
、
敎
育
事
情
に
つ
い
て
相

當
な
知

を
㊒
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
靑
年
朞
に

『
敎
育
世
界
』
で
の
飜
譯
を
通
し
て

っ
た
知

が
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
王

と
も
傾
向
が
重
な
る
。
よ
っ
て
、『
敎
育
世
界
』
は
王
の
不
在
中
も
、
樊
炳
淸
の

存
在
に
よ
り
、
編
集
內
容
か
ら
は
王
の
氣
配
を
感
じ
さ
せ
、
結
果
と
し
て
、
王
國

維
主
編
で
あ
る
と
の
誤
解
を
招
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、『
敎
育
世
界
』
は
、
一
九
〇
六
年
の
春
に
辻
が

州
に
轉

し（
（（
（

、
そ
れ



淸
末
雜
誌
『
敎
育
世
界
』
と
王
國
維

一
九
九

的
に
大
幅
な
遲
延
を
來
た
す
こ
と
が
豫
想
さ
れ
て
い
た
た
め
、
事
歬
に
對
策
を
取

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
一
方
で
は
、
そ
う
し
た
手
段
を
容
認
し
て
し
ま
っ
た
社
會
的
な
背
景
も

あ
っ
た
こ
と
を
最
後
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は

作

事
情
で
あ
る
。

こ
こ
で
、

作

の
扱
い
に
關
す
る
當
時
の
日
中
閒
の
相
違
を
說
朙
し
て
お
く
。

日
本
は
一
八
九
四
年
、
日

通
商
航
海
條
約
に
調
印
し
、
五
年
以
內
に
ベ
ル

ヌ
條
約
（

國
版

保

同
盟
）
及
び
パ
リ
追
加
規
程
に
加
入
す
る
こ
と
を
約
し
た

た
め
（
議
定
書
第
三
條
及
び
條
約
第
二
一
條（

（（
（

）、
こ
れ
に
伴
い
、
一
八
九
九
年
に
は
、

す
で
に
國
內
法
で
あ
る

作

法
が
制
定
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
同
法
に
よ
れ
ば
、

作

は
飜
譯

を
包
含
し
（
第
一
條
）、
飜
譯

は

作
物
の
刊
行
後
一
〇
年
（
第

七
條
）
と
定
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
新
聞
や
定
朞
刊
行
物
に
お
け
る
雜
報
や
政

事
、
時
事
上
の
記
事
に
は

作

が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
記
事

に
關
し
て
は
、
小
說
を
除
き
、
轉
載
を
禁
ず
る
旨
が
朙
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の

み
、
出
典
を
朙
記
し
た
上
で
轉
載
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
た
（
第
一
一
條
・

第
二
〇
條
）。
こ
の
「
轉
載
」
と
は
、
飜
譯
も
含
ま
れ
（
ベ
ル
ヌ
條
約
第
七
條
追
加
規

程
第
四
）、

分
的
な
引
用
に
つ
い
て
も
同

で
あ
っ
た
（
第
三
〇
條
）。

し
た
が
っ
て
、『
敎
育
世
界
』
未
詳
記
事
の
出
典
と
な
っ
た
㊮
料
に
關
し
て
言

え
ば
、『
敎
育
界
』（
全
體
）
や
『
敎
育
時
論
』
の
「
海
外
（
筆
者
㊟
：
ま
た
は
歐

洲
）
敎
育
雜
報
」
な
ど
の
よ
う
に
、「
禁
轉
載
」
が
朙
記
さ
れ
た
雜
誌
や
雜
誌
記

事
は
、
飜
譯
自
體
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
雜
誌
の
論
說

や
書
物
に
つ
い
て
も
、
典
據
不
記
の
ま
ま
飜
譯
を
刊
行
す
る
こ
と
は
法
律
違
反
と

見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
中
國
が
ベ
ル
ヌ
條
約
に
加
盟
し
た
の
は
一
九
九
二
年
と
、
ご
く
最
近
の

事
で
あ
り
、
淸
末
の
段
階
で
は
、
ま
だ

作

に
關
す
る
日
本
と
同
レ
ベ
ル
の
法

律
が
制
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
〇
三
年
、
追
加
日
淸
通
商
航
海
條
約（

（（
（

の
第

四
、『
敎
育
世
界
』
記
事
未
詳
の
理
由
と

作

と
こ
ろ
で
、『
敎
育
世
界
』
の
記
事
に
は
、

集
要
項
な
ど
の
記
事
も
揭
載
さ

れ
て
い
た
が
、
先
に
指

し
た
大
幅
な
遲
延
に
よ
り
、
應

朞
限
が
過
ぎ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
第
八
〇
號
（
一
九
〇
四
年
〔
六
⺼
下
〕）
に
は
、

同
年

曆
七
⺼
に
創
設
し
、

曆
一
一
⺼
に
始
業
し
た
（
羅
振
玉
『
集

編
』）
江

師
範
學
堂
の
「
江

師
範
學
堂
招
考

程
」
が
揭
載
さ
れ
て
お
り
、
入
學
を
志

願
す
る
學
生
は
、

曆
九
⺼
一
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
に
手
續
き
を
行
う
よ
う
に
と

の
吿
示
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
號
に
は
、

曆
九
⺼
一
七
日
に
日
本
で
刊
行
さ
れ

た
雜
誌
の
記
事
の
飜
譯
も
含
ま
れ
て
い
た
た
め
（
未
詳
記
事
「
處
分
劣
等
生
徒
策
」。

出
典
は
『
敎
育
實
驗
界
』
第
一
四
卷
第
八
號
、
一
九
〇
四
年
一
〇
⺼
二
五
日
、
倉
田
八
十

八
「
劣
等
生
處
分
法
」）、
刊
行
は
お
そ
ら
く
右
の
朞
日
に
閒
に
合
わ
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
敎
育
世
界
』
は
す
で
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
發
信

す
る
媒
體
と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ゆ
え
に
、『
敎
育
世
界
』
は
淸
末
の
敎
育
改
革
事
業
の
一
つ
と
し
て
世
に
大
々

的
に
廣
ま
る
こ
と
な
く
、
中
國
全
土
敎
育
界
へ
の
影
响
力
は
極
め
て
限
定
的
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
王
國
維
は
後
日
、「
此
の
誌
當
日
世
に
行
は

れ
ず
、
故
に
之
を
知
る
者
鮮す
く

な
し（

（（
（

。」
と
述
べ
て
い
た
が
、
辻
も
ま
た
「
此
雜
誌

は
、
ま
だ
讀
者
の
範
圍
も
狹
く
、
澤
山
に
賣
れ
な
い
」（
歬
揭
「
過
去
一
年
（
上
）」）

と
證
言
し
て
お
り
、
兩
者
に
は
大
き
な
矛
盾
が
見
ら
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
雜
誌
の
刊
行
が
遲
れ
る
こ
と
自
體
は
當
時
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か

っ
た
が
、『
敎
育
世
界
』
の
記
事
の
大
半
が
出
典
不
記
載
の
ま
ま
揭
載
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
一
つ
に
、
こ
う
し
た
致
命
的
な
遲
延
や
、
遲
延
に
伴
う
出
典
情
報

と
の
齟
齬
を
あ
え
て
世
閒
に
晒
さ
ず
、
糊
塗
し
よ
う
と
い
う
意
圖
が
働
い
た
た
め

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
羅
振
玉
の
度
重
な
る
不
在
に
よ
り
將
來



日
本
中
國
學
會
報
第
六
十
六
集

二
〇
〇

あ
っ
た
が
、
日
本
人
が
日
本
の

作
物
を
出
典
・

者
不
記
の
狀
態
で
飜
譯
・
轉

載
・
出
版
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
折
し
も
日
本
で
は
、
中
國

に
輸
出
し
た
書
物
の

作

が
守
ら
れ
ず
、

者
や
出
版
社
が
不
利
益
を
被
る
こ

と
へ
の
非
難
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
上
海
な
ど
の
都
市

で
は
日
本

書
の
飜
譯
出
版
が
勢
力
を
增
し
て
い
た
こ
と
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
取
り

ま
り
の

强
化
が
促
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
ふ
ま
え
る
と
、
辻
の
『
敎
育
世

界
』
へ
の
參
入
に
當
た
っ
て
は
、
必
ず
し
も
公
然
と
行
え
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な

く
憚
ら
れ
る

分
も
あ
っ
た
た
め
、『
敎
育
世
界
』
で
は
あ
え
て
譯
者
名
を
伏
せ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

つ
ま
り
、
出
典
・

者
・
譯
者
の
記
載
を
徹
底
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

『
敎
育
世
界
』
に
と
っ
て
は
不
都
合
な
大
幅
な
遲
延
も
、
日
本
人
の
違
法
關
與

も
、
表
面
化
せ
ず
に
濟
ん
だ
の
だ
が
、
結
果
と
し
て
、
雜
誌
の
全
貌
や
實
態
が
長

い
閒
世
に
知
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
を
招
き
、
後
世
に

々
な
誤
解
を
齎
し
た
の

で
あ
る
。

『
敎
育
世
界
』
は
、
そ
の
流
布
狀
況
か
ら
す
れ
ば
、
淸
末
敎
育
改
革
の
一
端
と

し
て
の
役
割
は
實
の
と
こ
ろ
希

で
あ
っ
た
が
、
王
國
維
の
硏
究
に
お
い
て
の
み

な
ら
ず
、
張
之
洞
『

學
篇
』
に
よ
る
奬

の
下
、
日
本
語
を
中
心
と
し
た
外
國

文
獻
が

雲
に
漢
譯
出
版
さ
れ
て
い
た
淸
末
の
無
秩
序
な
飜
譯
狀
況
を
知
る
意
味

に
お
い
て
も
、
改
め
て
貴
重
な
㊮
料
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

『
敎
育
世
界
』
の
未
詳
記
事
は
、
飜
譯
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
か

ら
、
王
國
維
硏
究
に
お
い
て
特
に
昨
今
は
除
外
視
さ
れ
、
ま
た
そ
の
數
が
膨
大
で

あ
り
調
査
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
出
典
の
探
究
も
躊
躇
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ

た
。
と
り
わ
け
王
國
維
硏
究
が
盛
ん
な
中
國
本
土
で
は
、
日
本
側
の
㊮
料
が
得
ら

五
條
で
は
、「
淸
國
政
府
ハ

淸
國
語
ヲ
以
テ
編
製
シ
且
特
ニ
淸
國
人
ノ
使
用
ニ

供
ス
ル
爲
メ
作
製
セ
ラ
レ
タ
ル
書
籍
册
子
地
圖
及
海
圖
ニ
關
シ
日
本
國
臣
民
ノ
㊒

ス
ル
登
錄
濟
版

ヲ
保

ス
ル
爲
メ
ニ
必
要
ナ
ル
規
則
ヲ
制
定
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
約

ス
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
日
本
人
の
た
め
に
書
か
れ
た
日
本
語
の
書
物

に
關
し
て
は
對
象
外
と
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
よ
っ
て
、『
敎
育
世
界
』
を
含
め
、
飜
譯

物
は
一
般
的
に
、
出
典
の
み
な
ら
ず
、

者
す
ら
朙
記
し
な
い
狀
態
で
飜
譯
さ
れ

公
に
さ
れ
て
も
、
中
國
で
は
何
ら
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、『
敎
育
世
界
』
の
同
人
逹
は
、
こ
の
よ
う
な

作

事
情
に
對
し
決

し
て
無
學
で
は
な
か
っ
た
。『
敎
育
世
界
』
第
一
四
九
・
一
五
一
號
（
一
九
〇
七

年
〔
四
⺼
上
〕〔
五
⺼
上
〕）
に
は
、

・
ブ
リ
ッ
グ
ス

の
譯
「
論

作
（
（（
（

」
が
揭

載
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ル
ヌ
條
約
の
全
文
が
彼
ら
の
手
元
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
事
實

を
裏
付
け
る
。
ま
た
、『
敎
育
世
界
』
以
歬
、
王
や
羅
ら
が
關
與
し
て
い
た
飜
譯

雜
誌
に
『
時
務
報
』
や
『
農
學
報
』
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
日
本
人
の
監
督
下

に
あ
り
、
飜
譯
記
事
に
關
し
て
は
出
典
の
記
載
が
ほ
ぼ
徹
底
さ
れ
て
い
た
。
特

に
、
王
國
維
が
一
八
九
八
年
に
一
時
書
記
を
務
め
た
と
い
う
『
時
務
報
』
で
は

（『
敎
育
世
界
』
第
一
四
八
號
「
自
序
」）、
⺼
日
ま
で
嚴
密
に
記
載
し
て
い
る
。
王
が

當
時
、
日
本
の
ベ
ル
ヌ
條
約

結
を
受
け
て
、
中
國
で
の
飜
譯
事
業
に
齎
す
影
响

を
危
惧
し
て
い
た
㊮
料
も
殘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
以
上
か
ら
、『
敎
育
世
界
』
の
同
人

逹
は
、

作

の
存
在
や
、
こ
れ
に
配
慮
す
る
方
法
を
知
り
つ
つ
も
、『
敎
育
世

界
』
で
は
あ
え
て
詳
し
く
記
載
し
な
い
方
針
を
取
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
一
九
〇
四
年
分
以
降
、
譯
者
名
の
記
載
を
不
自
然
に
廢
し
た
理
由

も
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
譯
者
を

記
載
す
る
こ
と
に
何
ら
か
の
不
都
合
が
生
じ
た
可
能
性
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は

日
本
人
の
關
與
に
伴
う

作

上
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
當
時
、
一

九
〇
四
年
分
以
降
を
續
行
さ
せ
る
た
め
に
は
日
本
人
の
さ
ら
な
る
援
助
が
必
要
で



淸
末
雜
誌
『
敎
育
世
界
』
と
王
國
維

二
〇
一

う
處
置
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
論
究
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、
今
回
の
調
査
か
ら
、
雜
誌
の
刊
行
遲
延
を
露
呈
さ
せ
な
い
た
め
で
も
あ
っ
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。
當
時
の
中
國
に
お
い
て
は
、

作

が
い
ま
だ
確
立
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
社
會
的
な
背
景
が
そ
の
よ
う
な
杜
撰
さ
を
容
認
し
て
し
ま

っ
た
と
言
え
る
が
、
一
九
〇
四
年
分
以
降
に
見
ら
れ
る
譯
者
不
記
載
の
裏
に
は
、

違
法
を
顧
み
ず
『
敎
育
世
界
』
を

え
た
日
本
人
の
貢
獻
の
實
態
も
隱
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

『
敎
育
世
界
』
は
從
來
、
淸
末
敎
育
改
革
事
業
の
一
端
と
見
な
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
う
し
た
社
會
的
な
影
响
力
や
重
要
性
は
低
く
、
む
し
ろ
王
國
維
や
羅
振
玉

の
周
邊
㊮
料
と
し
て
、
あ
る
い
は
當
時
の
無
秩
序
な
飜
譯
狀
況
を
知
る
㊮
料
と
し

て
、
別
の

點
か
ら
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

以
上
か
ら
、『
敎
育
世
界
』
未
詳
記
事
は
、
半
ば
意
圖
的
に
出
典
等
の
情
報
が

隱
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
雜
誌
の
全
貌
が
今
日
に
至
る
ま
で
不
朙
と

な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
記
事
群
に
こ
そ
、
靑
年
朞
王
國
維
と
そ
の
周
邊
の
謎
を
解

く
緖
が
存
し
て
い
た
と
結
論
さ
れ
る
。

靑
年
朞
王
國
維
の

作
は
、
長
年
『
靜
庵
文
集
』
や
全
集
な
ど
に
よ
っ
て
流
布

し
、『
敎
育
世
界
』
か
ら
離
れ
て
受
容
さ
れ
て
き
た
が
、『
敎
育
世
界
』
の
一

で

あ
っ
た
こ
と
を
ま
ず
念
頭
に
置
い
た
分
析
や
解
釋
が
不
可
缺
で
あ
り
、
今
後
も
さ

ら
な
る
硏
究
の
餘
地
が
殘
さ
れ
て
い
る
。

㊟
（
1
）　

本
稿
で
は
『
敎
育
世
界
』
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
主
に
京
大
人
文
硏
附
屬
東
ア
ジ
ア

人
文
情
報
學
硏
究
セ
ン
タ
ー

『
敎
育
世
界
』、『
敎
育
叢
書
』（『
敎
育
世
界
』
の
記

事
を
種
類
別
に
切
り
貼
り
し
再
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
文
字
の

同
は
な
い
。）
を

使
用
し
た
。
た
だ
し
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な
い

分
に
關
し
て
は
、
中
國
國
家
圖
書

れ
ず
調
査
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
硏
究
の
不
振
に
大
き
く
關
係
し
て
い
た

と
言
え
る
。
こ
れ
に
對
し
、
本
稿
で
は
、
從
來
看
過
さ
れ
て
き
た
未
詳
記
事
に
あ

え
て
着
目
し
、
隱
さ
れ
た
出
典
を
調
査
す
る
こ
と
で
、『
敎
育
世
界
』
の
編
集
背

景
及
び
王
の
關
與
狀
況
に
つ
い
て
再
檢
討
を
加
え
た
つ
も
り
で
あ
る
。

筆
者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
未
詳
記
事
は
、
當
時
の
王
國
維
の
周
邊
に
あ
っ
て
、

思
想
形
成
や

述
に
直

影
响
を
與
え
た
も
の
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
㊟
視
す

る
價
値
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
敎
育
世
界
』
が
日
本
を
モ
デ
ル
と
し
た
淸
末
敎

育
改
革
の
も
と
で
刊
行
さ
れ
た
雜
誌
で
あ
っ
た
こ
と
は
從
來
知
ら
れ
て
い
た
も
の

の
、
極
め
て
斷
片
的
な
認

に
止
ま
り
詳
細
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今

回
の
調
査
か
ら
、
新
た
に
、
日
本
敎
育
雜
誌
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、
就
中

『
敎
育
界
』
を

倣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

朙
し
た
。
王
國
維
に
お
け
る

日
本
學
術
文
化
の
受
容
も
、
こ
う
し
た
雜
誌
を
主
な
媒
介
と
し
て
、
哲
學
分
野
に

限
ら
ず
、
敎
育
等
の
諸
分
野
に
ま
で
仔
細
に
及
ん
で
い
る
事
實
が
朙
ら
か
と
な
っ

た
。ま

た
、
未
詳
記
事
の
出
典
は
、『
敎
育
世
界
』
の
編
集
背
景
や
王
國
維
の
活
動

狀
況
を
閒

的
に
探
る
上
で
も
、
㊒
用
な
㊮
料
と
目
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
特
に

辻
武
雄
と
い
う
人
物
の
關
與
に
つ
い
て
紹
介
し
、
飜
譯
の
た
め
の
㊮
料
を
入
手
す

る
も
う
一
つ
の
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
こ
と
を
指

し
た
。
辻
が
齎
し
た
日
本
㊮
料

『
敎
育
時
論
』
は
、
當
時
の
『
敎
育
世
界
』
編
集
の
場
の
狀
況
を
も
今
日
に
傳
え

て
お
り
、
第
六
九
號
以
降
を
王
國
維
主
編
に
よ
る
業
績
と
過
大
評
價
し
て
き
た
從

來
の
㊒
力
說
を
根
底
か
ら
覆
す
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、『
敎
育
世
界
』
の
刊

行
が
一
時
は
一
年
近
く
遲
れ
て
い
た
事
實
も
朙
ら
か
と
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
王

の
創
作
時
朞
・
發
表
時
朞
も
見
直
し
の
上
、
年
譜
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。

『
敎
育
世
界
』
の
飜
譯
の
大

分
が
、
な
ぜ

者
や
出
典
を
朙
記
し
な
い
と
い



日
本
中
國
學
會
報
第
六
十
六
集

二
〇
二

『
學
問
の
す
す
め
』
自
體
の
流
行
は
す
で
に
廢
れ
、
敎
育
雜
誌
上
で
は
む
し
ろ
福
澤

の
傳
記
が
散
見
し
て
い
た
。
未
詳
記
事
「
日
本
敎
育
家
福
澤
諭
吉
傳
」
の
出
典
で
あ

る
、
奧
村
信
太
郞
編
「
福
澤
諭
吉
君
」（『
太
陽
』
第
五
卷
第
一
三
號
臨
時
增
刊
、
一

八
九
九
年
六
⺼
一
五
日
「
朙
治
十
二
杰
」）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

飜
譯
㊮
料
の
選
擇
に
當
た
っ
て
は
、
一
貫
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
介
在
し
て
い
た
と

い
う
よ
り
も
、
日
本
か
ら
入
手
で
き
た
㊮
料
で
話
題
性
の
あ
る
も
の
や
、
同
人
の
論

說
記
事
と
關
連
性
の
あ
る
も
の
を
中
心
に
、
手
當
た
り
次
第
に
飜
譯
し
て
い
た
印
象

が
あ
る
。
な
お
、
後
述
す
る
辻
武
雄
は
、
學
生
時
代
、
福
澤
の
訓
導
を
受
け
て
い

た
。

（
6
）　

須
川
照
一
「
王
國
維
と
田
岡
嶺
雲　

下
」（『
東
方
』
第
四
七
號
、
一
九
八
五
年
）

（
7
）　

た
と
え
ば
、『
敎
育
界
』
第
三
卷
第
八
號
、
一
九
〇
四
年
五
⺼
三
日
、
社
評
「
文

科
大
學
の
改
革
」
で
は
、
當
時
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
に
お
い
て
實
施
さ
れ
た
試

驗
制
度
の
改
革
に
對
す
る
批

の
文
面
で
、
六
回
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
當
世
の
敎

育
に
よ
る
弊
害
を
懸
念
す
る
立
場
か
ら
、
廣
く
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
8
）　

辻
武
雄
の
『
敎
育
世
界
』
へ
の
關
與
は
、

山
雅
博
「
江

敎
育
改
革
と

田

豐
八
」（『
國
立
敎
育
硏
究
所
紀
要
』
第
一
一
五
號
、
一
九
八
八
年
）「
敎
育
專
門
誌

『
敎
育
世
界
』
の
基
礎
的
硏
究
（
１
）―

淸
末
朞
中
國
の
敎
育
近
代
化
過
程
と
文
化

情
報
」（『
專
修
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
⺼
報
』
第
二
二
七
號
、
二
〇
〇
七
年
）
に
言

及
が
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
論
文
で
、
羅
振
玉
が
辻
を
主
任
編
集
員
に
拔
擢
し
た
根

據
と
し
て
㊟
記
す
る
『
同
文
滬
報
』
光
緖
三
〇
年
三
⺼
二
〇
日
「
本
社
廣
吿
」
は
、

當
記
事
が
見
當
た
ら
ず
、「
敎
育
時
報
主
筆　

辻
武
雄
君

『
中
國
地
理
課
本
』」

の
宣
傳
記
事
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。『
敎
育
時
報
』
は
正
し
く
は
『
敎
育
時
論
』
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
『
敎
育
世
界
』
と
誤
認
さ
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
論

文
で
は
、
辻
は
一
九
〇
四
年
末
に
渡
航
、
そ
の
後
四
年
閒
『
敎
育
世
界
』
の
編
集
に

攜
わ
っ
た
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
根
據
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
中
國
に
お
い
て

は
、
い
ま
だ
に
王
が
『
敎
育
世
界
』
の
主
編
で
あ
っ
た
と
の
認

が
根
强
く
、
王
東

館
・
北
京
大
學
圖
書
館

『
敎
育
世
界
』
の
現
物
等
を
確
認
し
た
。

（
2
）　

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
未
詳
記
事
の
う
ち
、
現
在
出
典
が

朙
し
て
い
る
も

の
は
全
體
の
七
割
以
上
で
、『
敎
育
界
』
を
出
典
と
す
る
も
の
は
約
二
割
、『
敎
育
時

論
』
を
出
典
と
す
る
も
の
は
約
二
、
五
割
を
占
め
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
紹
介
し
た
い
。

（
3
）　

後

延
子
「
王
國
維
に
お
け
る
哲
學
の
挫
折―

そ
の
意
味
す
る
も
の―

」（『
東
方

學
』
第
五
七
輯
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
。

（
4
）　

な
お
、
敎
育
雜
誌
で
は
な
い
が
、
井
上
哲
次
郞
・
高
山
林
次
郞
『
新
編
倫
理
敎
科

書
』
金
港
堂
、
一
八
九
八
年
、
訂
正
再
版
（
の
ち
樊
炳
淸
に
よ
る
漢
譯
が
江
楚
編
譯

局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
出
版
年
は
不
朙
。）、
卷
三
第
一

に
も
、
す
で
に

二
つ
の
衟
德
に
關
連
し
た
言
及
が
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
同

で
、「
他
人
の

利

を
侵
害
」
し
な
い
た
め
「
消
極
的
に
吾
人
の
行
爲
を
制
限
」
す
る
例
と
し
て
、「
己

の
欲
せ
ざ
る
所
之
を
人
に
施
す
こ
と
勿
か
れ
」
と
の
孔
子
の
言
が
引
か
れ
て
い
た
點

な
ど
は
、
王

「
敎
育
偶
感
」
へ
の
影
响
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
王
は
「
消
極
之

衟
德
」
を
義
、「
積
極
之
衟
德
」
を
仁
に
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
亘
理

三

郞
『
孔
門
之
德
育
』
開
發
社
、
一
九
〇
一
年
（
の
ち
『
敎
育
世
界
』
第
三
九
號
に
譯

出
。
い
ず
れ
も
井
上
哲
次
郞
の
序
文
あ
り
。）、
第
一
三

で
、「
進
德
の
工
夫
」
の

二
方
法
と
し
て
、「
義
に
徙
る
」「
積
極
的
方
法
」
と
「
過
を
改
む
る
」「
消
極
的
方

法
」
が
擧
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
5
）　

た
だ
し
、
日
本
の
敎
育
雜
誌
の
雜
多
な
性
格
か
ら
し
て
、
思
想
的
な
分
類
は
そ
も

そ
も
困
難
で
あ
る
。
錢
鷗
は
ま
た
、
第
一
二
・
一
三
號
に
「
日
本
敎
育
家
福
澤
諭
吉

傳
」
が
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず
、『
學
問
の
す
す
め
』
を
始
め
と
す
る
、
日
本
で
重
要

な
敎
育
書
が
『
敎
育
世
界
』
で
飜
譯
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
對
し
て
も
疑
問
を
呈
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
日
本
か
ら
入
手
で
き
た
㊮
料
が
一
九
〇
〇
年
歬
後
の
も
の
に

限
定
さ
れ
、
偏
り
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
當
時
の
日
本
で
は
、
一
九
〇
一

年
二
⺼
に
福
澤
の
死
を
各
誌
が
報
じ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
歬
、
一
九
〇
〇
年
頃
に
は



淸
末
雜
誌
『
敎
育
世
界
』
と
王
國
維

二
〇
三

朙
『
百
年
追

―

王
國
維
之
女
王
東
朙
回

錄
』
安
徽
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
、
一
一
頁
に
も
、
一
九
〇
四
年
主
編
に
任
じ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）　
『
敎
育
時
論
』
を
典
據
と
す
る
飜
譯
記
事
は
、『
敎
育
世
界
』
第
一
六
號
「
伊

圭

介
小
傳
」（
未
詳
記
事
。
出
典
は
『
敎
育
時
論
』
第
五
六
九
・
五
七
〇
號
、
一
九
〇

一
年
二
⺼
五
日
・
一
五
日
「
故
理
學
博
士
伊

圭
介
翁
小
傳
」、
同
第
五
六
九
號
「
伊

圭
介
翁
逝
く
」）
以
降
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
開
發
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
出
典
㊮
料

は
、『
敎
育
時
論
』
の
他
に
、
亘
理

三
郞
『
孔
門
之
德
育
』（
歬
揭
）、
山
口
小
太

郞
・
島
崎
恆
五
郞
譯
『
エ
ミ
ー
ル
抄
』
一
八
九
九
年
（
の
ち
『
敎
育
世
界
』
第
五
三

～
五
七
號
に
譯
出
）
等
が
あ
っ
た
。

（
10
）　
『
汪
康
年
師
友
書
札　

四
』
上
海
圖
書
館
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年

所

、（
一
八
九
八
年
）
八
⺼
二
九
日
、
古
城
が
汪
に
宛
て
た
書

に
、「
敝
友
迚
君

武
雄
現
在
東
京
爲
『
敎
育
報
』
主
筆
、
頃
擬

光
於
上
國
、
以
㊮
考
證
、

介
紹

閣
下
。」（
筆
者
㊟
：「
迚
」
は
「
辻
」
の
誤
り
。）
と
あ
り
、
そ
の
後
面
會
し
て
い
る

（『
敎
育
時
論
』
第
四
九
一
號
、
一
八
九
八
年
一
二
⺼
五
日
「
淸
國
通
信
」）。）

（
11
）　

羅
振
玉
「
海
寧
王
忠
愨
公
傳
」
に
「
甲
辰
秋
、
予
主
江

師
範
學
校
、
公
乃
移
講

席
於

州
、
凢
三
年
。」（
陳
平
原
・
王
風
編
『
追

王
國
維
（
增
訂
本
）』
三
聯
書

店
、
二
〇
〇
九
年
所

。）
な
お
、
趙

里
「
王
靜
安
先
生
年
譜
」（『
年
譜
叢
書　

王
靜
安
先
生
年
譜
』
廣
文
書
局
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
六
年

曆
の

春
に
は
、
羅
振
玉
が
學

で

を
得
た
の
に
隨
い
北
上
し
て
い
る
。

（
12
）　
『
學
衡
』
第
四
三
朞
、
一
九
二
五
年
所

、
王
國
維
「
書
辜
湯
生

譯
中
庸
後
」

後
㊟
に
、「
此
文
作
於
光
緖
㆛
午
、
曾
登
載
於
上
海
敎
育
世
界
雜
誌
。
此
誌
當
日
不

行
於
世
、
故
鮮
知
之
者
。」

（
13
）　

沈
紘
は
、
王
と
東
文
學
社
以
來
の
同
學
で
あ
り
、『
敎
育
世
界
』『
農
學
報
』
に
飜

譯
等
を
度
々
發
表
し
て
い
る
。
留
學
朞
閒
は
定
か
で
は
な
い
が
、『
農
學
報
』
第
二

五
三
號
、
一
九
〇
四
年
〔
四
⺼
上
〕
の
飜
譯
を
最
後
に
、
沈
紘
の
署
名
が
あ
る
記
事

は
し
ば
ら
く
見
ら
れ
な
く
な
り
、『
敎
育
世
界
』
第
九
七
號
、
一
九
〇
五
年
〔
三
⺼

上
〕
以
後
に
は
、
再
び
留
學
先
パ
リ
か
ら
の
寄
稿
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
14
）　

樊
炳
淸
に
つ
い
て
は
、
羅
繼
祖
「
王
國
維
與
樊
炳
淸
」（『
史
林
』
上
海
社
會
科
學

院
歷
史
硏
究
所
、
一
九
八
九
年
第
三
朞
）、
陳
鴻
祥
『
王
國
維
與
近
代
東
西
方
學
人
』

天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
篇
五
な
ど
に
詳
し
い
が
、
從
來
の
硏
究
に
お
い

て
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た

が
あ
り
、
そ
の
經
歷
は
未
詳
な

分
が
多
い
。

樊
の

に
、「
王
忠
愨
公
事
略
」（『
追

王
國
維
（
增
訂
本
）』
所

。）
等
が
あ
る
。

（
15
）　
『
羅
☃
堂
先
生
全
集
』
大
通
書
局
、
一
九
七
三
年
、
五
編
の
一
。

（
16
）　
「
人
閒
詞
甲
稿
」
序
、
羅
振
常
に
よ
る
附
記
に
、「
時
人
閒
在
吳
門
師
範
校
授
文

學
、（
中
略
）
一
日
、
詞
稿
郵
至
、
余
與
樊
君
開
緘
共
讀
、
而
歬
已
㊒
『
序
』。（
中

略
）
樊
讀

大
笑
、
遂
援
筆
書
己
名
。」（『
追

王
國
維
（
增
訂
本
）』
所

、
羅
振

常
「『
人
閒
詞
甲
稿
序
』
跋
」
參
照
。）

（
17
）　
『
敎
育
時
論
』
第
七
六
三
號
、
一
九
〇
六
年
六
⺼
二
五
日
、
劒
堂
迂
人
「
吳
江
の

一
夜
」
に
よ
れ
ば
、
辻
は

州
師
範
學
堂
に
轉

の
た
め
、
同
年
四
⺼
二
二
日
に
は

上
海
を
離
れ
、

州
へ
向
か
っ
て
い
る
。

（
18
）　
『
敎
育
世
界
』
第
一
一
〇
號
、
一
九
〇
五
年
〔
九
⺼
下
〕
以
降
の
表
紙
に
は
「
上

海
新
馬
路
昌
壽
里
敎
育
世
界
社
發
行
」
ま
た
は
「
上
海
昌
壽
里
敎
育
世
界
社
發
行
」

と
あ
る
。
そ
れ
以
歬
の
號
で
は
農
學
報
館
の
あ
っ
た
「
六
馬
路
」
と
記
さ
れ
て
い
た

が
、
羅
邸
の
あ
っ
た
「
新
馬
路
」
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
羅
の
身
內
を
中
心

に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
19
）　

㊟（
16
）參
照
。

（
20
）　
『
學

官
報
』
第
六
九
朞
、
一
九
〇
八
年
一
〇
⺼
一
五
日
「
附
錄
」「

員
表
第

四
」「
履
歷
表
二
」
に
よ
れ
ば
、
樊
は
「
㆛
午
（
筆
者
㊟
：
一
九
〇
六
年

曆
）
九

⺼
」
よ
り
學

に
入
局
し
て
い
る
。

（
21
）　

㊟（
12
）參
照
。

（
22
）　
『
官
報
』
第
三
三
五
〇
號
、
一
八
九
四
年
八
⺼
二
八
日
。
ま
た
、
ベ
ル
ヌ
條
約
・

パ
リ
追
加
規
程
に
つ
い
て
は
、『

作

保

ニ
關
ス
ル
國
際
同
盟
條
約
・
國
際
同



日
本
中
國
學
會
報
第
六
十
六
集

二
〇
四

盟
條
約
追
加
規
程
・
ベ
ル
ヌ
條
約
及
追
加
規
程
ニ
關
ス
ル
解
釋
的
宣
言
書
』
內
務
省

保
局
、
一
八
九
八
年
を
參
照
。

（
23
）　
『
官
報
』
第
四
六
九
九
號
、
一
八
九
九
年
三
⺼
四
日
。

（
24
）　
『
官
報
』
第
六
一
六
三
號
、
一
九
〇
四
年
一
⺼
二
〇
日
。

（
25
）　

中
國
で
こ
の
條
項
が
具
體
化
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二
八
年
「

作

法
」
で
あ
っ

た
が
、
飜
譯

に
關
し
て
は
言
及
が
な
い
う
え
、
基
本
的
に
外
國
書
の

作

を
保

す
る
對
策
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
。

田
知
治
『

那
の

作

法
』
東
京
出
版
協

會
、
一
九
三
三
年
、「

作

法
」
第
一
條
・
第
三
條
、「

作

法
施
行
細
則
」
第

一
四
條
參
照
。

（
26
）　W

illiam
 Briggs, The Law
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m
erica, London: 

Stevens &
 H

aynes, 1906.
の
抄
譯
。
原
典
の
卷
末
に
は
ベ
ル
ヌ
條
約
の
全
文
が

揭
載
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）　

一
八
九
八
年
三
⺼
一
日
、
王
國
維
が
許
家
惺
に
宛
て
た
書

に
、「

伯
斧
先
生

說
、
西
人
已
與
日
本
立
約
、
二
年
後
日
本
不
准
再
譯
西
書
。
然
日
本
通
西
文
者
多
、

不
譯
西
書
也
無
妨
。
此
事
恐
未
必
確
、

禁
中
國
譯
西
書
、
則
生
命
已
絕
、
將

世

爲
奴
矣
。」（
吳
澤
主
編
『
王
國
維
全
集　

書
信
』
中

書
局
、
一
九
八
四
年
）

（
28
）　

た
と
え
ば
、『
東
亞
同
文
會
報
吿
』
第
八
〇
回
、
一
九
〇
六
年
七
⺼
二
六
日
「
淸

國
版

問
題
」
な
ど
の
記
事
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
歬
に
も
、『
報
知
新
聞
』
一

九
〇
二
年
二
⺼
二
八
日
「
淸
國
に
於
る
版

保

」（
の
ち
『
敎
育
界
』
第
一
卷
第

六
號
、
一
九
〇
二
年
四
⺼
三
日
「
世
論
一
斑
」
で
一

紹
介
。）
な
ど
、
日
本
側
が

版

所
㊒
者
の
反
對
に
よ
り
中
國
で
の
漢
譯
出
版
に
消
極
的
で
あ
っ
た
狀
況
を
傳
え

る
㊮
料
は
少
な
く
な
い
。
一
八
九
八
年
、
飜
譯
の
輸
出
を
推
進
す
る
立
場
の
日
本
人

に
よ
り
創
設
さ
れ
た
善
鄰
譯
書
館
（
上
海
）
が
、
淸
國
に
版

保

を
請
願
し
た
こ

と
は
、
そ
の

矢
で
あ
っ
た
が
、
極
め
て
稀
な
例
に
す
ぎ
ず
、
手
續
き
は
一
般
的
に

は
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
。

（
29
）　

な
お
、
先
述
の
通
り
、
辻
は
『
敎
育
時
論
』
で
『
敎
育
世
界
』
の
た
め
に
飜
譯
し

た
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
、
日
本
人

の
二
點
に
關
し
て

は
、
い
ず
れ
も

者
を
朙
記
し
て
揭
載
し
て
い
た
た
め
、
他
の
未
詳
記
事
と
は

な

り
、

作

へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
西
洋
人

の
ほ
と
ん
ど

は
、
當
時
育
成
會
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
日
本
語
譯
か
ら
の
重
譯
で
あ
り
、
參
照
し

た
は
ず
の
日
本
書
に
つ
い
て
は
朙
記
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
原
典
で
は
な
い
た
め
、

そ
れ
ほ
ど
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
唯
一
、「
秩
耳
列
爾
氏
之
品
性

陶
冶
論
」（
未
詳
記
事
。
出
典
は
『
教
育
界
』
第
一
卷
第
一
・
三
・
四
・
六
・
八
號
、

一
九
〇
一
年
一
一
⺼
三
日
・
一
九
〇
二
年
一
⺼
三
日
・
二
⺼
三
日
・
四
⺼
三
日
・
六

⺼
三
日
、
佐
々
木
吉
三
郞
「
チ
ル
レ
ル
（
氏
）
の
訓
練
論
」）
は
、

者
・
出
典
不

記
の
ま
ま
轉
載
し
て
い
た
點
で
確
實
に
問
題
が
あ
っ
た
が
、
辻
は
こ
れ
も
「
余
が
今

日
ま
で
に
飜
譯
し
た
書
籍
」
と
し
て
擧
げ
て
お
り
、
さ
ら
に
飜
譯
時
に
は
タ
イ
ト
ル

を
變
更
し
て
い
た
た
め
、『
敎
育
時
論
』
で
の
報
吿
か
ら
だ
け
で
は
、
日
本
雜
誌
記

事
か
ら
の
飜
譯
で
あ
る
と
は

斷
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
た
。
同
じ
く
羅
列
さ
れ
た

他
書
籍
と
と
も
に
、
あ
た
か
も
西
洋
の
原
典
を
譯
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
讀
者
に

與
え
る
書
き
方
を
し
て
い
た
點
は
㊟
視
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
當
時
の
日
本
に

は
『
敎
育
世
界
』
や
『
敎
育
叢
書
』
が
ま
だ
流
入
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
日
本
人

者
が
辻
の
上
記
の
報
吿
の
み
に
よ
り
、
中
國
で
の
飜
譯
狀
況
を

詳
細
に
知
り
、
非
難
に
及
ぶ
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
辻
が
違
法
に

値
す
る
飜
譯
に
も
關
與
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
敎
育
時
論
』

で
の
報
吿
に
あ
た
り
曖
昧
な
記
述
を
し
、
最
も
重
要
な
㊮
料
で
あ
っ
た
『
敎
育
界
』

『
敎
育
時
論
』
の
名
を
出
さ
な
か
っ
た
の
は
、

作

に
關
わ
る
問
題
が
あ
っ
た
た

め
と
推
察
さ
れ
る
。


